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第
86
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）を
６
月
８

日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
６
１
７
名

の
市
区
長
の
出
席
を
得
て
開
催
し
た
。

　

総
会
運
営
委
員
長
の
松
浦
・
松
江
市
長
の
進
行

の
も
と
、
会
長
の
森
・
長
岡
市
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
次
い
で
安
倍
・
内
閣
総
理
大
臣
、
高
市
・

総
務
大
臣
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、
永
年
勤
続
功
労
表
彰
市
長（
12
年
勤
続
）

60
名
、
特
別
功
労
表
彰
市
長（
20
年
勤
続
）１
名
が

表
彰
さ
れ
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
北
川
・
昭

島
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
森
会
長
が
議
長
と
な

り
、
会
務
報
告
、
平
成
26
年
度
決
算
報
告
、
平
成

28
年
度
予
算
承
認
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
会
則

改
正
案
等
の
審
議
を
行
い
、
執
行
体
制
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
議
座
長
の
立
谷
・
相
馬
市
長
か

ら
同
会
議
の
検
討
結
果
の
報
告
お
よ
び
副
会
長
の

能
登
・
富
良
野
市
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ

り
、
原
案
の
と
お
り
改
正
・
施
行
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

　

各
支
部
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
第
１
分
科
会

委
員
長
の
野
村
・
萩
市
長
、
第
２
分
科
会
委
員
長

の
菅
谷
・
松
本
市
長
、
第
３
分
科
会
委
員
長
の
布

施
・
登
米
市
長
、
第
４
分
科
会
委
員
長
の
塚
部
・

伊
万
里
市
長
か
ら
各
分
科
会
に
お
け
る
審
議
の
経

過
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
了
承
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
決
議
案
等
の
審
議
を
行
い
、「
平
成

28
年
熊
本
地
震
へ
の
対
応
に
関
す
る
決
議
」（
提
案

理
由
説
明
者
：
佐
藤
・
大
分
市
長
）、「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
及
び
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
へ
の
対
応
に
関
す
る
決
議
」、「
地
震
・

津
波
・
台
風
等
防
災
対
策
及
び
原
子
力
安
全
・
防

災
対
策
の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」（
同
：
内

野
・
海
老
名
市
長
）、「
地
方
創
生
の
推
進
・
分
権

型
社
会
の
実
現
に
関
す
る
決
議
」（
同
：
蓬
萊
・
小

野
市
長
）、「
都
市
税
財
源
の
充
実
強
化
に
関
す
る

決
議
」（
同
：
三
木
・
須
坂
市
長
）、「
持
続
可
能
で

安
定
的
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
関
す
る
決

議
」（
同
：
大
西
・
高
松
市
長
）、「
多
世
代
交
流
・

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
特
別
提
言
」（
同
：

太
田
・
豊
田
市
長
）を
決
定
し
た
。
な
お
、「
平
成

28
年
熊
本
地
震
へ
の
対
応
に
関
す
る
決
議
」
に
際

し
、
熊
本
県
市
長
会
会
長
の
髙
嵜
・
玉
名
市
長
か

ら
支
援
に
対
す
る
お
礼
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
役
員
改
選
を
行
い
、
正
副
会
長
候
補

者
選
考
委
員
会
座
長
の
菊
谷
・
伊
達
市
長
の
報
告

ど
お
り
、
副
会
長（
任
期
１
年
）に
上
野
・
北
広
島

市
長
、
谷
藤
・
盛
岡
市
長
、
立
谷･

相
馬
市
長
、

東
村
・
福
井
市
長
、
清
原
・
三
鷹
市
長
、
志
賀
・

東
金
市
長
、
佃
・
伊
東
市
長
、
森
下
・
橿
原
市
長
、

黒
田
・
玉
野
市
長
、
松
浦
・
防
府
市
長
、
岡
﨑
・

高
知
市
長
、
平
安
・
小
郡
市
長
を
選
出
し
た
。

　

新
し
く
就
任
し
た
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
最
後
に
旧
役
員
を
代
表
し
て
、
蓬

萊
・
小
野
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
全
国
市
長
会
議
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
総
会
運
営
委
員
（
委
員
長
：
松
浦
・
松
江
市

長
、
委
員
：
菊
谷
・
伊
達
市
長
、
佐
々
木
・
名
取

市
長
、
山
野
・
金
沢
市
長
、
並
木
・
羽
村
市
長
、
佃
・

伊
東
市
長
、
野
田
・
東
大
阪
市
長
、
川
真
田
・
吉

野
川
市
長
、
森
・
鹿
児
島
市
長
）が
行
っ
た
。

第
86
回

全
国
市
長
会
議
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第86回 全国市長会議

高市・総務大臣

被表彰市長を代表してあいさつをする北川・昭島
市長

総会運営委員長として会議の進行にあたった松浦・
松江市長

総会運営委員

会長の森・長岡市長

永年勤続功労表彰市長を代表して表彰を受ける
酒井・能美市長

安倍・内閣総理大臣

特別功労表彰を受ける北川・昭島市長

開会あいさつ

総会運営委員

表彰

来賓あいさつ
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第１分科会委員長の野村・萩市長

決議案の提案理由説明をする佐藤・
大分市長

決議案の提案理由説明をする大西・
高松市長

第２分科会委員長の菅谷・松本市長

決議案の提案理由説明をする内野・
海老名市長

特別提言案の提案理由説明をする太田・
豊田市長

第３分科会委員長の布施・登米市長

決議案の提案理由説明をする蓬萊・小野
市長

決議案の提案理由説明をする三木・須坂
市長

熊本地震への支援に対するお礼の
あいさつをする髙嵜・玉名市長

第４分科会委員長の塚部・伊万里市長

各支部提出議案審議経過および結果報告

決議案等審議

執行体制のあり方に関する検討会議
座長の立谷・相馬市長

副会長の能登・富良野市長

会則改正案等審議
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第86回 全国市長会議

新たに選出された副会長

旧役員を代表してあいさつをする
蓬萊・小野市長

正副会長候補者選考委員会座長
の菊谷・伊達市長

満場一致で選出された新副会長

役員改選

清原・三鷹市長

上野・北広島市長

黒田・玉野市長

志賀・東金市長

谷藤・盛岡市長

松浦・防府市長 岡﨑・高知市長

佃・伊東市長

立谷･相馬市長

森下・橿原市長

東村・福井市長

平安・小郡市長





原
発
事
故
に
よ
る
消
費
者
の
不
安
を 

検
査
デ
ー
タ
の「
見
え
る
化
」で
払
拭

震
災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
て
の
ご
感
想
か
ら
│

　

私
が
市
長
に
就
任
し
た
の
は
平
成
25
年
の
９
月
の

こ
と
で
す
。
既
に
震
災
か
ら
２
年
以
上
が
経
過
し
て

い
ま
し
た
が
、
津
波
被
害
、
原
発
事
故
の
影
響
が
い

ま
だ
に
市
内
各
所
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
状
況
に
あ
る
、
わ
が
故
郷
を
何
と
か
し

な
け
れ
ば
と
の
思
い
で
、
市
長
選
に
挑
む
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

　

就
任
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
で
も
あ
る

「
一
日
も
早
い
復
興
」に
向
け
て
、
特
に
ハ
ー
ド
面
の

整
備
に
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
防
災
集
団
移
転

の
工
事
は
昨
年
の
２
月
に
完
了
し
た
ほ
か
、
津
波
被

害
を
受
け
た
地
区
の
区
画
整
理
事
業
も
順
調
に
推
移

し
、
今
年
の
３
月
に
県
内
で
初
め
て
宅
地
を
引
き
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の
12
月
に
は
す
べ
て

の
宅
地
の
引
き
渡
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
１
５
１
３
戸
に
及
ぶ
災
害
公
営
住
宅
も
今
年
の

３
月
ま
で
に
工
事
が
完
了
し
、
入
居
可
能
な
状
態
に

な
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
の
影
響
に
つ
い
て
は
│

　

最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
農
林
水
産
業
で

し
ょ
う
。
特
に
、
当
初
、
福
島
県
産
の
農
作
物
は
、

摂
取
お
よ
び
出
荷
制
限
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
消

費
者
か
ら
も
敬
遠
さ
れ
、
農
林
水
産
業
全
体
が
地
盤

沈
下
を
起
こ
し
か
ね
な
い
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
23
年
か
ら
、
い
わ
き
市
な
ら

で
は
の
風
評
被
害
対
策
と
し
て
「
い
わ
き
見
え
る
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
す
ね
│

東日本大震災復興特別企画
輝く未来を見つめて 復興 新たなステージへ

持ち前の「明るさ」と「元気」がまちづくりの推進力
2020年までの完全復興にチャレンジ

いわき市長 清
し み ず

水敏
と し お

男　

いわき市
（福島県）

第3回

独自の風評被害対策が内外から高い評価
市制施行50周年を契機に、「心の復興」にまい進
あの未曾有の震災から今年で５年を迎えます。あまりの被害の甚大さに立ち尽くす日々を経て、
復興に向けて確かな足どりで未来を見つめて歩み始めた人々がいます。
今回は、「見える化」で風評被害払拭に取り組む
いわき市の“いま”を市長のインタビューを中心にレポートします。

Interview

全工事が完了した災害公営住宅。全戸が入居可能な状態に

宅地引き渡し式での記念植樹の様子。右から２人目が清水市長

9 市政 JULY 2016



輝く未来を見つめて 復興 新たなステージへ

　

い
く
ら
被
災
地
が「
安
全
だ
、
安
心
だ
」と
主
張
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
消
費
者
が
安
全
・

安
心
を
感
じ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
い
わ
き
市
で
は
、
む
し
ろ
消
費
者
の
判
断
材
料

と
な
る
、
各
種
検
査
デ
ー
タ
を
積
極
的
に
提
供
し
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
自
ら
に
判
断
い
た
だ
く
こ
と
に
し

た
わ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
、
翌
年
の
10
月
に
は
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ

る
形
で
、
市
役
所
の
部
局
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム「
見
せ
ま
す
！
い
わ
き
情
報
局
見
せ
る
課
」を

新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
情
報
発
信
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
し
た
Ｐ
Ｒ
、

市
内
の
生
産
現
場
を
め
ぐ
る
「
見
せ
る
課
バ
ス
ツ

ア
ー
」な
ど
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

市
民
も
主
体
的
に
地
元
産
の
野
菜
の
魅
力
の
発
信
に

努
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
│

　

え
え
、
そ
れ
が
平
成
26
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
い

わ
き
野
菜
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
制
度
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
、「
野
菜
大
使
」の
認
定
を
受
け
た
消
費

者
自
ら
が
、
い
わ
き
産
農
作
物
の
応
援
団
と
し
て
、

そ
の
魅
力
を
ブ
ロ
グ
や
口
コ
ミ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
積

極
的
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
使
の
数
も
既

に
目
標
の
１
０
０
０
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
高
校
生

を
は
じ
め
、
若
い
市
民
に
も
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
愛
郷
心
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

一
次
産
業
の
活
性
化
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
者
自
身

の
意
識
も
重
要
で
し
ょ
う
ね
│

　

確
か
に
、
原
発
事
故
直
後
は
生
産
者
の
経
営
意
欲

の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、「
見
せ
る
課
バ
ス

ツ
ア
ー
」
な
ど
、
直
接
消
費
者
と
交
流
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
で
、
前
向
き
に
農
業
経
営
に
取
り
組
む

生
産
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き

な
成
果
で
し
ょ
う
。

市
民
参
加
に
よ
る 

「
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
」

今
年
は
市
制
施
行
50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す

ね
。
１
年
間
を
通
し
て
、
50
の
記
念
事
業
を
展
開
さ

れ
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
│

　

ハ
ー
ド
面
の
復
興
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
は
、
市
民
の「
心
の
復
興
」

で
す
。
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
力
を
借
り
て
、
市

民
の
心
に
い
か
に
元
気
を
宿
し
て
い
く
か
。
50
周
年

記
念
事
業
を
、
そ
の
た
め
の
機
会
と
し
て
、
う
ま
く

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
わ
き
市
で
は
平
成
23
年
10
月
１
日
、
原
発
事
故
に
よ
る

地
元
産
農
作
物
の
不
安
解
消
を
目
的
に
、「
い
わ
き
見
え
る
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

検
査
機
器
の
調
達
を
含
め
、
一
か
ら
検
査
体
制
を
構
築
し
た

ほ
か
、
消
費
者
の
判
断
材
料
と
な
る
各
種
検
査
結
果
、
生
産

者
の
姿
勢
や
想
い
な
ど
を
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
発
信

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
生
産
現
場
、
農
作
物
検
査

場
な
ど
を
め
ぐ
る
「
見
せ
る
課
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
、
首
都
圏
を

中
心
に
販
売
促
進
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
も
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
行
政
か
ら
の
情
報
は
、
な
か
な
か
消
費
者
の

隅
々
に
ま
で
広
が
ら
な
い
の
も
事
実
。
そ
こ
で
、
平
成
26
年
度

か
ら
は
市
民
に
情
報
の
送
り
手
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
い

わ
き
野
菜
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
新
た
な
テ
ー
マ
や
訴
求
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
市

内
の
生
産
者
、
農
業
関

係
者
の
ほ
か
、
料
理
人
、

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
、
消
費

者
な
ど
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
活
動
を
さ
ら
に

効
果
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
わ
き
市
の
取
り
組
み
①

「
い
わ
き
見
え
る
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」進
行
中

い
わ
き
市
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
農
業
企
画
係
長

鈴す
ず
き木

　
修

お
さ
む

「いわき野菜アンバサダー」の皆さん。既に目標
の1000人を突破

いわき見える化プロジェクトのTVCMでの1コマ。農業関係者約
1000人が田んぼに集結
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輝く未来を見つめて 復興 新たなステージへ

　

特
に
私
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
で
す
。
記
念
事
業
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て

も
、
広
く
市
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
公
募
し
、
市
民
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
大
会
も
実
施
。
上
位
の
企
画
を
記
念
事

業
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
市
民
に
よ
る
提
案
企
画
の
中
で
も
、
と
り

わ
け
磐
城
平
城
復
元
「
一
夜
城
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
50
周
年
の
記
念
日
で
あ

る
10
月
１
日
に
、
城
の
跡
地
に
お
い
て
平
城
を
一

夜
城
と
し
て
復
元
・
再
現
す
る
と
い
う
、
夢
の
あ

る
企
画
で
す
。

一
連
の
事
業
は
、
観
光
振
興
と
し
て
も
期
待
で
き
ま

す
ね
│

　

い
わ
き
市
の
観
光
交
流
人
口
は
、
震
災
前
に

１
０
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
か
ら

５
年
を
経
た
現
在
で
も
７
〜
８
割
程
度
し
か
回
復
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、
観
光
・

交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、
50
周
年
記
念
の
メ
イ
ン

事
業
と
し
て「
い
わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
博
」を
開
催
し

ま
す
。
い
わ
き
市
全
域
を
博
覧
会
場
に
見
立
て
、
市

内
の
13
エ
リ
ア
ご
と
に
、
名
所
旧
跡
な
ど
各
観
光
資

源
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、
１
年
を
か
け
て
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
│

　

私
は
、
ま
ち
の
活
性
化
や
復
興
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、「
明
る
さ
」や「
元
気
」こ
そ
が
不
可
欠
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
常
に
明
る
く
元
気
で
あ
ろ

う
と
努
め
て
い
ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て「
明
る
く
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」と
広
く
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
は
福
島
県
で
初
め
て
の
国
際

首
脳
会
議「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」が
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
し
、
皇
太
子
ご
夫
妻
が
54
年
ぶ
り
に
い

わ
き
市
を
訪
問
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
明
る
い
話
題

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
地
域

の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
人
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
今
の
い
わ
き
市
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
も
震
災
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
、
悲
し

み
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
何
と
か
克
服
し

て
、
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
す
。
明
る
さ
や
元
気
を
推

進
力
に
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
ま
で
に
は
、

完
全
に
復
興
し
た
姿
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
お
届
け

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
わ
き
市
は
今
か
ら
半
世
紀
前
の
昭
和
41
年
10
月
１
日
に
、

計
14
自
治
体
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
は
「
市
制
施

行
50
周
年
」を
記
念
し
て
、「
50
の
記
念
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

半
世
紀
に
わ
た
る
歩
み
・
軌
跡
を
振
り
返
り
、
本
市
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
ま
い
進
す
る

本
市
の
姿
を
、
対
外
的
に
発
信
・
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
フ
レ
ー
ズ
、
事
業
の
ア
イ
デ
ア
に
関
し

て
は
広
く
公
募
を
行
う
な
ど
、
市
民
、
地
域
、
企
業
、
各
種
団

体
な
ど
、
本
市
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
し
て
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
７
月
下
旬
か
ら
Ｕ
─15
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
10
月
に
は
中
核
市
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
本

市
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
風
評
の
払
拭
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

１
年
間
と
い
う
長
丁
場

に
わ
た
る
事
業
で
す
が
、

ま
ず
は
記
念
式
典
が
行

わ
れ
る
10
月
１
日
に
向
け

て
、
全
市
を
挙
げ
て
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の

方
々
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
わ
き
市
の
取
り
組
み
②

50
周
年
を
記
念
し
て

「
50
の
記
念
事
業
」を
実
施
中

い
わ
き
市
総
務
部
総
務
課
長

久く

ぼ

き
保
木
哲て

つ
や哉

プレゼン大会を実施し、市民提案を50周年記
念事業に反映

今年の4月にオープニングイベントが行われた「いわきサンシャイン博」

11 市政 JULY 2016
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地域が誇る食文化を
官民一体で守り、育てる

市
長
座
談
会

肥
ひ ご

後 正
ま さ ひ ろ

弘
小林市長（宮崎県）

橋
は し づ め

詰 壽
と し ひ と

人
南
なんこく

国市長（高知県）

宮
み や も と

元 陸
り く

加
か が

賀市長（石川県）

宮
み や ざ わ

澤 宗
む ね ひ ろ

弘
安
あ づ み の

曇野市長（長野県）

　

各
地
に
伝
わ
る
独
自
の
食
材
や
郷

土
食
は
、
地
域
に
お
け
る
重
要
な
文

化
遺
産
で
す
。
特
に
平
成
25
年
に
「
和

食　

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
が

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

以
降
、
日
本
食
へ
の
国
際
的
な
関
心

が
集
ま
る
と
同
時
に
、
地
域
に
根
付

い
た
食
文
化
へ
の
関
心
も
高
ま
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
に
お
い

て
も
、
食
育
な
ど
を
通
じ
て
、
食
文

化
の
継
承
、
伝
統
野
菜
へ
の
支
援
、

地
産
地
消
の
推
進
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

座
談
会
で
は
食
文
化
の
継
承
に
積

極
的
に
取
り
組
む
宮
元
・
加
賀
市
長
、

宮
澤
・
安
曇
野
市
長
、
橋
詰
・
南
国

市
長
、
肥
後
・
小
林
市
長
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
国
内
外
へ
の
情
報
発

信
の
重
要
性
、
市
民
と
の
協
働
で
進

め
る
地
産
地
消
や
食
育
の
取
り
組
み
、

今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広

く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
本
文
中
の
役
職
名
・
敬
称
は
一
部
省

略
し
て
い
ま
す
）

司会・コーディネーター

細
ほ そ の

野 助
す け ひ ろ

博
中央大学総合政策学部教授
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各
地
に
伝
わ
る
独
自
の
食
材
・
郷
土
食

細
野　

流
通
の
発
達
で
、
私
た
ち
は
、
日
本
は
お
ろ
か

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
食
材
を
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
土
地
に
根

差
し
た
食
材
や
伝
統
食
を
改
め
て
評
価
す
る
動
き
も
出

て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
気
候
、
風
土
に
適
し
た
食
材

を
、
昔
な
が
ら
の
調
理
法
で
い
た
だ
く
こ
と
は
、
地
域

文
化
を
守
る
意
味
で
も
重
要
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
各
都
市
の
代
表
的
な
食
材
や
食
文

化
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
元　

加
賀
市
は
古
く
か
ら
九
谷
焼
や
山
中
漆
器
を
は

じ
め
と
す
る
伝
統
工
芸
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
同
時

に
、
独
自
の
食
文
化
が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
伝
承
さ

れ
て
き
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

　

加
賀
市
の
食
文
化
に
は
、
主
に
３
つ
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
北
前
船
が
も
た
ら
し
た「
海
の
食
文
化
」

で
す
。
江
戸
中
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
北
前
船
の

寄
港
地
と
し
て
栄
え
た
加
賀
に
は
、
北
海
道
や
大
阪

（
大
坂
）
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
運
ば
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
大
量
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
ニ
シ
ン
な
ど
の
魚

を
、
独
自
に
糠
漬
け
・
粕
漬
け
に
し
た
発
酵
食
品
は
、

加
賀
市
な
ら
で
は
の
伝
統
食
と
し
て
根
付
い
て
い
ま

す
。
２
つ
目
は
宗
教
文
化
を
背
景
に
し
た
精
進
料
理
で

す
。
加
賀
市
に
お
け
る「
山
の
食
文
化
」の
代
表
と
い
っ

て
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
３
つ
目
が
、
加
賀

百
万
石
の
支
藩
・
大
聖
寺

藩
時
代
か
ら
の
食
文
化
で

も
あ
る
、
茶
会
席
や
鴨
料

理
で
す
。

　

加
賀
市
は
山
代
温
泉
、

山
中
温
泉
、
片
山
津
温
泉

を
有
す
る
、
北
陸
を
代
表

す
る
観
光
地
で
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
う
し
た
食
文
化

は
観
光
資
源
と
し
て
も
非

常
に
貴
重
で
す
。

宮
澤　

安
曇
野
市
の
食
文

化
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

の
が
、
扇
状
地
下
を
く
ぐ

り
抜
け
た
北

ア
ル
プ
ス
の

雪
ど
け
水
で

す
。
昭
和
60

年
に
環
境
庁

か
ら
名
水
百

選
の
一
つ
に

選
定
さ
れ
た

ほ
か
、
名
水

百
選
30
周
年

を
記
念
し
て

行
わ
れ
た

「
名
水
百
選

選
抜
総
選

挙
」に
お
い
て

も
、
市
内
の
安
曇
野
わ
さ
び
田
湧
水
群
が
「
観
光
地
部

門
」と「
景
観
部
門
」で
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
清
澄
な
名
水
を
生
か
し
て
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇

る
わ
さ
び
栽
培
は
も
と
よ
り
、
安
曇
野
産
こ
し
ひ
か
り
、

リ
ン
ゴ
な
ど
、
多
様
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
伝
統
食
と
し
て
は
、
イ
ナ
ゴ
や
蜂
の

子
、
川
虫
な
ど
が
昔
か
ら
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
と
し
て

重
宝
さ
れ
て
き
た
ほ
か
、
こ
の
地
域
は
東
日
本
と
西
日

本
の
食
文
化
が
融
合
し
、
正
月
の
年
取
り
魚
と
し
て
、

鮭
と
ブ
リ
が
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
わ
が

祖
先
は
、
安
曇
族
と
い
う
海
洋
民
族
だ
っ
た
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
名
残
と
し
て
、
お
盆
に
は
海
藻

を
使
っ
た
「
イ
ゴ
」
と
い
う
料
理
を
食
べ
る
習
わ
し
が

残
っ
て
い
ま
す
。

橋
詰　

南
国
市
は
「
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
も
称
さ
れ

る
、
悠
久
の
歴
史
、
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
土
佐
国
の
国
府
の
所
在
地
で

あ
り
、
土
佐
日
記
を
記
し
た
紀
貫
之
も
国
司
と
し
て
赴

元禄年間から続く
「坂網猟」によって
捕獲した鴨料理を、
地域ブランドのシンボルとして、
国内外に発信しています。

宮元 陸
加賀市長（石川県）

「坂網猟」で捕獲される天然鴨「坂網鴨」。地域ブランドのシンボルとして
国内外に発信（加賀市）
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市 長 座 談 会 地域が誇る食文化を官民一体で守り、育てる

任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
国
期
に
四
国
を
ほ
ぼ
統
一
し

た
長
宗
我
部
元
親
の
居
城
も
南
国
市
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
南
国
市
は
長
期
に
わ
た
っ
て
、
土
佐
の
国

の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
南
国
市
を
は
じ
め
と
し
た
高
知
県
は
、
山

間
地
域
が
多
い
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
何

し
ろ
、
県
内
の
森
林
率
は
84
％
。
南
国
市
は
県
内
で

は
比
較
的
広
い
平
野
部
を
有
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
約
49
％
は
森
林
で
す
。
そ

の
中
で
、
生
産
量
が
日
本
一
の
し
し
と
う
や
小
な
す

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
最
も
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
の
が
山
間
地
域

で
生
産
さ
れ
る
棚
田
米
で
し
た
。
収
穫
時
期
が
平
野

部
か
ら
１
カ
月
遅
れ
、
他
県
の
米
ど
こ
ろ
と
販
売
時

期
が
重
な
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
価
格
が
ど
う
し
て

も
抑
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
高
付
加
価
値
化

を
目
指
し
て
、
農
業
委
員
会
を
中
心
に
、
有
機
栽
培

や
県
外
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
や
が
て
市
独
自
の

食
育
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

肥
後　

小
林
市
は
安
曇
野
市
と
同
様
に
、
名
水
に
恵
ま

れ
た
都
市
で
す
。
市
域
の
約
70
％
を
占
め
る
森
林
に

降
っ
た
雨
が
お
よ
そ
半
世
紀
を
掛
け
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
分

を
含
ん
だ
名
水
と
し
て
湧
き
出
て
き
ま
す
。
こ
の
優
良

な
水
資
源
を
後
世
ま
で
継
承
す
る
た
め
に
、
小
林
市
水

資
源
保
全
条
例
を
制
定
し
、
あ
え
て
地
下
水
の
利
用
に

規
制
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
の
恩
恵
を
存
分
に
受
け
て
い
る
の
が
、
地
域

の
農
業
で
す
。
マ
ン
ゴ
ー
、
メ
ロ
ン
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、

リ
ン
ゴ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
や
果
物
が
生
産

さ
れ
ま
す
。
特
に
、
温
度
差
が
激
し
い
山
間
地
域
で
生

産
さ
れ
る
果
物
は
甘
味
が
あ
り
、
市
外
か
ら
も
人
気
で

す
。
ま
た
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
お
い
て
２
連
覇

を
果
た
し
た「
宮
崎
牛
」を
は
じ
め
、
豚
、
鳥
の
畜
産
に

も
、
地
元
の
名
水
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
物
料
理
と
し
て
は
、
湧
水
を
生
か
し
た
鯉
料
理
が

有
名
で
す
が
、
近
年
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
孵
化
に
成
功
し

た
の
を
契
機
に
、
新
た
な
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
チ
ョ
ウ

ザ
メ
料
理
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

経
済
的
な
持
続
可
能
性
を
前
提
に

細
野　

地
域
な
ら
で
は
の
食
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
自
体
に
高
い
付
加
価
値
を
つ
け
る
な
ど
、
経

済
的
な
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

宮
元　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
積
極
的
に
情
報
発
信

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
加
賀
市
と
し
て
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、
か
の
北
大
路
魯
山
人
も
好
ん
で
食
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
鴨
料
理
。
日
本
有
数
の
雁
・
鴨
類
の

越
冬
地
で
あ
る
、
市
内
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

「
片
野
鴨
池
」で
は
、
元
禄
年
間
か
ら
逆
三
角
形
の
網
を

投
げ
て
鴨
を
捕
獲
す
る
、「
坂
網
猟
」が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
猟
法
で
捕
獲
さ
れ
る
天
然
鴨
は「
坂
網
鴨
」

と
呼
ば
れ
、
肉
質
も
よ
く
、
坂
網
猟
に
よ
り
無
傷
で
血

を
流
さ
ず
に
捕
獲
さ
れ
る
の
で
肉
に
血
が
回
ら
ず
臭
み

も
な
い
。
そ
の
上
に
、
落
ち
穂
な
ど
の
穀
類
を
主
食
と

し
た
野
生
の
鴨
で
あ
る
た
め
独
特
の
風
味
が
あ
り
、
肉

と
脂
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
と
評
判
で
す
。
さ
ら
に
、

湿
地
の
生
態
系
を
守
り
な
が
ら
、
そ
の
恩
恵
を
分
か
ち

合
う「
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス（
賢
明
な
利
用
）」と
い
う
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
の
基
本
的
な
考
え
方
に
も
合
致
し
ま
す
。

　

実
は
昨
年
の
８
月
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
地
域

活
性
化
策
と
し
て
進
め
ら
れ
る
経
済
産
業
省
の
「
ふ
る

さ
と
名
物
発
掘
・
連
携
促
進
事
業
（T

he W
onder 

地場の野菜をスイーツで
ＰＲしようと、平成22年から
「安曇野野菜スイーツ
プロジェクト」を
スタートさせました。

宮澤 宗弘
安曇野市長（長野県）

平成22年から行う「安曇野野菜スイーツプロジェク
ト」。安曇野産食材のＰＲに大いに貢献（安曇野市）
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500™

）」の
1
つ
に「
坂
網
猟
／
坂
網
鴨
」が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
坂
網
猟
に
よ
る
捕
獲
は
年
間
で

も
２
０
０
～
３
０
０
羽
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
市
と
し
て

も
こ
れ
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
国
内

外
に
発
信
し
よ
う
と
、
日
本
外
国
特
派
員
協
会
の
記
者

を
招
い
て
、
猟
の
現
場
を
見
て
い
た
だ
い
た
り
、
東
京

で
食
談
会
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

宮
澤　

安
曇
野
市
で
は
、
地
元
で
採
れ
る
新
鮮
な
野
菜

を
ス
イ
ー
ツ
で
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
平
成
22
年
か
ら
「
安

曇
野
野
菜
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始
め
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
菓
子
店
や
ホ
テ
ル
な
ど

が
、
毎
年
テ
ー
マ（
食
材
）を
決
め
て
、
安
曇
野
産
の
野

菜
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
し
、
期
間
限
定
で
各
店

舗
等
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
、
安
曇
野
産
食
材
の
Ｐ
Ｒ
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
の
基
盤
構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

肥
後　

や
は
り
、
市
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
非
常
に
重
要
で
す

ね
。
小
林
市

で
も
、
昨
年
、

市
の
魅
力
を

フ
ラ
ン
ス
人

が
紹
介
す

る
、
移
住
促

進
Ｐ
Ｒ
ム
ー

ビ
ー「
ン
ダ
モ

シ
タ
ン
小
林
」

を
制
作
し
、

Y
ouT

ube

に

公
開
し
た
と

こ
ろ
、
全
国

的
な
話
題
を

呼
び
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
３
月
に
は
市
民
が
主
体
と
な
っ
て

地
元
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、
第
３
弾
の
ム
ー
ビ
ー
「
と
れ
た

て
仕
立
て
」篇
を
公
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

宮
澤　

ほ
か
に
も
、
安
曇
野
市
で
は
、
調
理
師
会
、
商

工
会
、
大
学
生
が
協
力
し
て
、
地
元
産
り
ん
ご
を
使
っ

た
特
製
ナ
ポ
リ
タ
ン
を
開
発
し
、
今
で
は
市
内
の
10
店

舗
ほ
ど
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
創
業
者
が
安

曇
野
市
出
身
と
い
う
ご
縁
を
生
か
し
て
、
新
宿
中
村
屋

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
安
曇
野
産
の
野
菜
等
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
「
信
州
・
安
曇

野
」シ
リ
ー
ズ
の
商
品
開
発
、
販
売
も
進
め
て
い
ま
す
。

橋
詰　

市
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
重
要
で
す
が
、
地
域
の
農

業
、
食
文
化
を
守
る
た
め
に
は
、
市
民
の
理
解
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
の
観
点
か
ら
、
南
国
市
で
は
日
本
型
食

文
化
の
学
校
給
食
を
通
じ
た
、
地
産
地
消
・
食
育
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
か
ら
週
５
回

の
完
全
米
飯
給
食
を
実
施
し
た
ほ
か
、
以
前
の
委
託
炊

飯
方
式
か
ら
、
家
庭
用
の
電
気
炊
飯
器
で
お
米
を
炊
き

上
げ
る
自
校
炊
飯
方
式
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
、
温
か

い
ご
飯
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
お
米
も
市
内
の
山
間
地
域
で
生
産
さ
れ
た
棚

田
米
を
使
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
食
育
を
通
じ
て
、

経
済
的
な
持
続
可
能
性
を
担
保
し
、
山
間
地
域
の
活
性

化
や
農
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
る
の
で
す
。

　

同
時
に
、
Ｊ
Ａ
出
資
の
農
業
生
産
法
人
を
通
じ
て
地

元
野
菜
を
積
極
的
に
調
達
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
お
け
る
南
国
市
産
野
菜
の
割
合
（
金
額

ベ
ー
ス
）は
、
４
・
１
％（
平
成
18
年
度
）か
ら
26
・
４
％

（
平
成
27
年
度
）に
ま
で
向
上
、
高
知
県
産
の
野
菜
を
含

め
る
と
、
利
用
割
合（
重
量
ベ
ー
ス
）は
約
64
％
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
産
者
の
指
導
を
受
け
て
、
親

子
で
の
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
を
行
う
な
ど
、
食
を
通

じ
て
地
域
と
の
か
か
わ
り
も
深
め
て
い
ま
す
。

生
産
者
や
市
民
と
の
協
働
で
食
育
を
推
進

細
野　

今
、
橋
詰
市
長
か
ら
、
学
校
給
食
を
中
心
と
し

た
食
育
事
業
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
点

に
つ
き
ま
し
て
、
各
都
市
の
取
り
組
み
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

肥
後　

食
育
の
中
で
も
、
近
年
は
特
に
体
験
型
の
学
習

は
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
ね
。
小
林
市
で
は
、
修
学

学校給食改革や
農業体験を通じた、
食育の取り組みを推進。
食べ残しが減るなど、
多方面に効果が上がっています。

橋詰 壽人
南国市長（高知県）

大根の収穫を行う子どもたち。食育の一環として行う農業体験のひとこ
ま（南国市）
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市 長 座 談 会 地域が誇る食文化を官民一体で守り、育てる

旅
行
生
を
農
家
民
泊
で
受
け
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
内

の
児
童
生
徒
に
関
し
て
も
、
農
業
体
験
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
が
、
実

際
に
鶏
を
つ
ぶ
し
て
食
べ
る
体
験
。
命
の
大
切
さ
、
感

謝
の
気
持
ち
が
芽
生
え
て
、
自
然
と
手
を
合
わ
せ
る
子

ど
も
も
い
る
ん
で
す
よ
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業
を
体
験
し
た
子
ど
も
が
、

将
来
、
農
業
の
職
に
就
き

た
い
と
、
農
業
高
校
に
進

学
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き

ま
し
た
。

宮
澤　

安
曇
野
市
で
は
、

平
成
21
年
に
「
安
曇
野
市

食
育
推
進
計
画
（
第
一

次
）」を
策
定
し
、
子
ど
も

た
ち
に
食
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
と
と
も
に
、
望
ま
し
い

食
生
活
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
た
め
の
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
外

授
業
と
し
て
、
合
鴨
農
法

で
の
米
作
り
な
ど
の
農
業

体
験
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

橋
詰　

食
は
地
域
文
化
と
も
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い

て
い
ま
す
よ
ね
。
市
内
に
は
漬
物
用
の
大
根
の
生
産
地

が
あ
り
、
秋
に
な
る
と
、
収
穫
し
た
大
根
を
干
す
様
子

が
そ
の
地
域
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
近

年
は
そ
う
し
た
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
大
根
自
体
を
生
産
す
る
農
家

自
体
が
激
減
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
平

成
25
年
か
ら
農
業
生
産
法
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
と
漬
物
用
の
大
根
を
生
産
す
る
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
収
穫
し
た
大
根
は
、
た
く
あ
ん

と
し
て
給
食
に
も
提
供
す
る
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

に
大
変
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
子
ど
も
た
ち
の
愛
郷
心
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

肥
後　

小
林
市
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
弁
当
を
つ
く

る「
弁
当
の
日
」を
設
定
し
て
い
ま
す
。
食
材
選
び
か
ら

自
分
た
ち
で
行
う
の
で
す
が
、
弁
当
を
作
る
こ
と
が
、

い
か
に
大
変
な
こ
と
か
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
食
べ
物

や
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

橋
詰　

南
国
市
で
も
、
小
学
生
は
学
年
ご
と
に
テ
ー
マ

や
目
標
を
決
め
て
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
６

年
生
に
な
る
と
小
林
市
と
同
様
に
自
分
で
弁
当
を
つ
く

り
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
色
取
り
な
ど
も
考
え

て
、
自
ら
調
理
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

市
と
し
て
は
小
学
校
に
お
け
る
食
育
の
集
大
成
、
到
達

目
標
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

宮
元　

加
賀
市
で
も
食
育
の
一
環
と
し
て
農
業
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
に
郷

土
料
理
を
き
ち
ん
と
提
供
し
て
き
た
の
か
と
い
う
点
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
実
際
、
大
人
で
も

地
域
の
食
文
化
を
意
外
と
知
ら
な
い
場
合
が
多
い
。
私

自
身
も
い
さ
さ
か
不
安
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
。

特
に
今
の
時
代
は
、
核
家
族
が
多
い
で
す
か
ら
、
郷
土

料
理
を
家
庭
で
振
る
舞
う
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
と

な
れ
ば
、
そ

の
点
も
公
教

育
が
担
っ
て

い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

橋
詰　

同
感

で
す
ね
。
南

国
市
で
は

「
南
国
地
区

農
漁
村
女
性

グ
ル
ー
プ
研

究
会
」
や
食

生
活
改
善
推

進
委
員
が
中

地元の子どもたちや
修学旅行生に対して
農業体験を実施することで、
命の大切さ、感謝の気持ちを
伝えています。

肥後 正弘
小林市長（宮崎県）

映像（ムービー）を活用し、市民が主体となって地元野菜をＰＲ（小林市）
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市 長 座 談 会 地域が誇る食文化を官民一体で守り、育てる

心
と
な
っ
て
、
小
・
中
学
校
や
高
校
を
訪
れ
、
か
つ
お

の
た
た
き
や
皿
鉢
料
理
な
ど
の
食
文
化
の
伝
承
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

食
文
化
継
承
に
お
け
る
今
後
の
展
望

細
野　

最
後
に
、
地
域
の
農
業
の
活
性
化
や
、
食
文
化

の
継
承
に
お
け
る
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
お
話
し
く

だ
さ
い
。

宮
澤　

生
産
者
が
継
続
し
て
農
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
農
家
所
得
を
ど
う
上
げ
る
か
と
い
う
点
も
重
要
で

し
ょ
う
。
安
曇
野
市
に
は
旧
町
村
ご
と
に
直
売
所
を
設

け
て
い
る
の
で
す
が
、
大
変
人
気
が
あ
っ
て
、
市
内
の

直
売
所
の
総
売
り
上
げ
は
15
億
円
を
超
え
ま
す
。
こ
う

し
た
点
も
、
生
産
者
の
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
中
山
間
地
の
遊
休
農

地
を
利
用
し
て
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
ワ
イ
ン
の
原

料
と
な
る
ブ
ド
ウ
の
苗
を
植
え
る
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
、
地
ビ
ー
ル
の
人
気
が
再
燃

し
て
き
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
ビ
ー
ル
用
ホ
ッ
プ
の
栽
培

や
、
今
後
、
二
条
大
麦
の
試
験
栽
培
に
も
取
り
組
む
予

定
で
す
。
加
え
て
、
認
定
農
業
者
へ
の
助
成
や
、
農
機

具
の
買
い
替
え
費
用
な
ど
、
市
独
自
の
支
援
制
度
も
設

け
て
い
ま
す
。

宮
元　

加
賀
市
で
も
坂
網
猟
を
行
う
猟
師
の
数
が
減
少

し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
若
手
猟
師
の
育
成
や

補
助
金
の
支
給
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

肥
後　

国
際
的
に
和
食
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

は
和
食
の
基
本
は
、
キ
ノ
コ
や
味
噌
汁
・
納
豆
な
ど
の

発
酵
食
品
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
小
林
市
は
キ
ノ

コ
の
産
地
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
菌
類
の
栄
養
や
有
効

性
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
た
上
で
、
売
り
出
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
和
食
の
原
点
を
見

つ
め
直
す
よ
う
な
施
策
も
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

宮
元　

か
な
り
前
の
話
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
会
の

あ
る
委
員
会
で
は
、
健
康
面
に
お
け
る
和
食
の
素
晴
ら

し
さ
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
健
康
を
預
か
る
自
治
体
責
任
者
と
し
て
、
和
食

を
再
評
価
し
、
さ
ら
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

橋
詰　

ま
ず
は
、
地
場
の
も
の
を
し
っ
か
り
子
ど
も
た

ち
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
南
国
市
で

は
一
連
の
給
食
改
革
、
農
業
体
験
の
取
り
組
み
を
行
っ

た
結
果
、
明
ら
か
に
子
ど
も
た
ち
の
学
校
給
食
の
食
べ

残
し
が
減
っ
た
と
い
う
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
あ
る
小

学
校
で
は
児
童
１
人
当
た
り
の
１
年
間
の
食
べ
残
し
の

総
量
が
た
っ
た
の
４
６
０
ｇ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
」と
い
う
観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要

で
す
。

　

本
市
の
食
育
が
支
持
さ
れ
続
け
る
た
め
に
も
、
こ
れ

か
ら
も
「
こ
だ
わ
り
続
け
る
こ
と
」「
進
化
し
続
け
る
こ

と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
さ
ら
に
効
果
的
な
施
策
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

細
野　

私
は
地
域
に
長
年
に
わ
た
っ
て
根
ざ
し
た
食
文

化
は
、
地
域
活
性
化
の
手
段
と
し
て
も
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
い
か
に
、
高
い
付
加
価
値
を
つ
け

て
、
経
済
的
に
も
持
続
可
能
性
の
あ
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
魅
力
を
市
民
と
共

有
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
に
発
信
で
き
る
の
か
。
最

終
的
に
は
市
民
の
誇
り
や
愛
着
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の

か
。
本
日
ご
登
場
い
た
だ
い
た
市
長
は
、
こ
れ
ら
の
点

を
十
分
に
意
識
し
て
、
効
果
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
、
市
民
参
加
型
の
食

育
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
も
非
常
に
有
効
だ
と

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
市
民
を
巻
き

込
み
な
が
ら
、
地
域
の
農
林
水
産
業
の
活
性
化
、
食
文

化
の
継
承
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
28
年
６
月
８
日
、
全
国
都
市
会
館
に
て
開
催
）

本
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
と
な
り
ま
す
。
次
回
は
９
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

細野 助博
中央大学総合政策学部教授
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寄稿 1 ICTを活用した地方創生の実現に向けて
総務省官房長・前情報通信国際戦略局長　山田真貴子

寄稿 2 「スマートシティ会津若松」でまちを元気に
会津若松市長　室井照平

寄稿 3 民学産公官の協働によるICTまちづくり
三鷹市長　清原慶子

ＩＣＴと地域づくり
第1回 ＩＣＴで変わるこれからの行政サービス
　産業、通信の分野で活用されはじめ、めざましい発展を遂げる日本のICT基盤は、今や、自治体の
行政サービス、事務処理などにも密接に関わり、国民生活の重要なライフラインとして不可欠な存在に
なっています。また、総務省も自治体や民間企業と連携して、さまざまな実証実験や交付金事業等を進
めるなど多方面にわたる活用が期待されています。
　こうした状況を踏まえ、シリーズ特集のテーマとして「ICTと地域づくり」を取り上げ、第1回の今回は

「ICTで変わるこれからの行政サービス」と題して、総務省からＩＣＴの利活用に関する見解と実施事業
についてご紹介いただくとともに、行政サービスやまちづくりにICTを積極的に活用する都市自治体の
事例をご紹介します。
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寄稿 1
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て

総
務
省
官
房
長
・
前
情
報
通
信
国
際
戦
略
局
長
　
山や

ま
だ田
真ま

き

こ

貴
子

　

は
じ
め
に

　

わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）は
、
行
政
や
農
業
、
林

業
、
医
療
、
交
通
、
防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
い
て
、
分
野
横
断
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
や
地
域
活
性
化
を
進
め
る
上
で
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
利
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
６
」
に
お
い
て
も
、

「『
地
方
創
生
Ｉ
Ｔ
利
活
用
促
進
プ
ラ
ン
』
の
着
実
な

実
行
に
向
け
、
地
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
定
着
を
目

指
す
」
と
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
が「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」の
実
現
に

向
け
た
重
要
な
項
目
の
１
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
６
」
な
ど
の
各

種
政
府
方
針
に
お
い
て
も
、
農
業
・
林
業
分
野
な
ど

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
推
進
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
け
る
成
功
モ
デ
ル
の
構
築
、
そ
の
普
及
展

開
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
総
務
省
で
は
、
本
年
１
月
か
ら
交
付
が

開
始
さ
れ
て
い
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
も
国
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
、
具
体
的

に
目
に
見
え
る
形
で
利
便
性
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
公
的
個
人
認
証
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
具

体
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
地
域
に
お
い
て
果
た
す
役
割

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
時
間
や
場
所
を
越
え
て
人
と
人
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
る
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
例
え

ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
よ
っ
て
、
多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
ク
ラ
ウ
ド
技
術
の
進
展
に
よ
っ

て
、
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
の
業
務
や
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
も
積
極
的
な
効
率
化
や
生
産
性
の
向

上
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
最
近
話
題
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ 

ｏ
ｆ 

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
：
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
と
モ
ノ
と
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
は
多

く
を
人
手
に
頼
っ
て
い
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

や
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
効

率
的
な
対
応
が
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。

　

総
務
省
に
お
け
る
取
り
組
み

　

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
て
、
総
務
省
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
、

全
国
27
地
域
に
お
い
て
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
街

づ
く
り
」の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り

推
進
事
業
）
を
実
施
し
、
他
の
地
域
へ
の
普
及
展
開

が
可
能
な
成
功
モ
デ
ル
の
構
築
を
推
進
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
成

果
と
し
て
、
他
の
地
域
へ
の
具
体
的
な
普
及
展
開
が

期
待
で
き
る
も
の
が
出
て
き
て
お
り
、
総
務
省
で

は
、
こ
れ
ら
の
成
功
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
順
次
普
及

展
開
を
進
め
て
い
る
。
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特集　ICTと地域づくり 第1回 ICTで変わるこれからの行政サービス

　

具
体
的
に
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
事
業
」
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事
業
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
得
ら
れ
た
成
果（
成
功
モ
デ
ル
）の
う
ち
、
具

体
的
な
成
果
・
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
分
野
や
今
後

の
普
及
展
開
が
見
込
め
る
分
野
（
鳥
獣
被
害
対
策
、

林
業
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
等
）
に
つ

い
て
、
成
功
モ
デ
ル
の
普
及
展
開
に
取
り
組
む
自
治

体
や
事
業
者
等
に
初
期
投
資
・
継
続
的
な
体
制
整
備

等
に
か
か
る
経
費
（
機
器
購
入
、
シ
ス
テ
ム
構
築
及

び
体
制
整
備
に
向
け
た
協
議
会
開
催
等
に
係
る
費

用
）の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な 

　

成
功
事
例
の
紹
介

　

紙
面
の
都
合
上
、

す
べ
て
の
事
例
を
紹

介
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街

づ
く
り
推
進
事
業
の

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
得
ら
れ
た
具
体
的

な
成
功
事
例
の
う

ち
、
長
野
県
塩
尻
市

に
お
け
る
「
セ
ン

サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
鳥
獣
被
害
対

策
」、
岡
山
県
真
庭

市
に
お
け
る
「
ク
ラ

ウ
ド
を
活
用
し
た
森

林
資
源
の
情
報
共

有
」、
群
馬
県
前
橋

市
に
お
け
る
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
母
子
健
康

情
報
提
供
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

 

ＩＣＴ街づくりの成功モデル  
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 ●クラウドシステムとして、マイナンバーカードを想定したICカードを公民館のタブレットにかざすだけで活動量計からの
健康情報の把握や、健康状態に合わせたレシピの提示・食品購入といったサービスを受けられる仕組みを構築。 高齢
者が公民館へ外出することで、地域の活性化にも寄与。 

●クラウドシステムとして、農家やホテルが余剰野菜をネット上で簡単に売買できる仕組みを構築。 
●一戸あたり約５万円/年の販売収入を創出し、地元農家の生産意欲向上に寄与。 

●クラウドシステムとして、土地所有者情報や、ロボットセンサー（ラジコンヘリ）で把握した樹木の分布情報や成育情報
を整理し、市役所や森林組合が共有できる仕組みを構築。森林資源分布や所有者の把握作業が２人・日／１区画から
簡単なパソコン画面上の操作（１分程度）に短縮。 

①センサーを活用した鳥獣被害対策（長野県塩尻市）

②クラウドを活用した森林資源の情報共有（岡山県真庭市）

③クラウドを活用した農作物の地産地消（沖縄県久米島町）

④マイナンバーカードの活用を想定した母子健康支援（群馬県前橋市）

⑤マイナンバーカードの活用を想定した高齢者の健康支援・買い物支援（奈良県葛城市）

●獣検知センサーが獣の侵入を検知すると、サイレン音やフラッシュ光で獣を追い払うとともに、地元農家や猟友会に地
図付きのメールを配信し、迅速な追い払いや捕獲に寄与。 罠捕獲センサーに獣が掛かった際にも、同様にメールを配
信し、獣の迅速な処理に寄与。

●２年間で被害面積が85％からゼロに減少。稲作収入の増大（約７倍）が期待。 

●クラウドシステムとして、母子健康手帳・健康診断結果の情報を電子化。マイナンバーカードを想定したICカードで保
護者や医師、保健師が情報を共有・閲覧できる仕組みを構築。予防接種の打ち間違いの排除や、きめ細やかな保健指
導による医療費の削減が期待。また、レントゲンやMRIの画像を病院間で医師が共有・閲覧できるクラウドシステムも
構築。検査の重複排除や患者負担軽減に寄与。 

●クラウドシステムの運営を担う一般社団法人を設立し、他地域への横展開を推進。 

横展開

横展開

横展開

横展開

横展開

●新潟県三条市
●岐阜県恵那市、瑞浪市
●徳島県阿波市
●福岡県直方市
●熊本県高森町 

※事業者が４社に拡大し、
　競争的にサービス提供。

●北海道中川町
●福井県高浜町
●兵庫県佐用町
●鳥取県三朝町

●鹿児島県三島村
●沖縄県粟国村
●沖縄県南大東村

●群馬県渋川市、沼田市、
　藤岡市、富岡市等
●富山県南砺市

●長崎県平戸市
●沖縄県久米島町

図1：ICT街づくりの成功モデルの普及展開

 
 

 
   

 

 

（H28当初予算 ２.５億円） 

●これまでのＩＣＴ街づくり実証プロジェクトの成果や地方創生に資する先進的な地域情報化の先進事例の横
展開に取り組む自治体等の初期投資・継続的な体制整備等にかかる経費の一部を補助する。

≪鳥獣被害対策の例≫ 
長野県塩尻市の事例 

≪母子健康情報の電子化の例≫ 
群馬県前橋市の事例 

母子健康情報

●健康診断結果
●電子おくすり手帳
●成長記録グラフ
●予防接種　等 マイナンバーカードで

ログイン 

パソコンやスマートフォンで閲覧 

●補助対象：地方公共団体
又は民間事業者等

●補助率：原則１／２
●補助対象費用：機器購入、

システム構築及び体制整
備に向けた協議会開催等
に係る費用

●想定例：
•センサーネットワークを活

用した鳥獣被害対策
•クラウドを活用した森林

資源の情報共有
•マイナンバーカードの活

用を想定した母子健康情
報の電子化等

図2：ICTまち・ひと・しごと創生推進事業
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（
１
）�セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
鳥
獣
被
害

対
策（
長
野
県
塩
尻
市
）

　

長
野
県
塩
尻
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
っ
て

水
田
が
荒
ら
さ
れ
、
収
穫
高
の
減
少
や
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
が
深
刻
化
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
水
田

周
辺
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
獣
を
感
知
す
る
と
、

サ
イ
レ
ン
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で
追
い
払
う
と
と
も

に
、
地
元
の
農
家
や
猟
友
会
に
メ
ー
ル
を
配
信
す

る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
効
率
的
な
獣
の
追
い
払
い
や
捕
獲
が
可
能
と
な

り
、
実
証
を
行
っ
た
地
区
で
は
、

２
年
間
で
被
害
ゼ
ロ
を
実
現
し

た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
県
内
外

へ
の
普
及
展
開
が
進
ん
で
い
る

と
と
も
に
、
複
数
の
事
業
者
が
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
メ
ー

ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）�ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
森
林

資
源
の
情
報
共
有（
岡
山
県
真

庭
市
）

　

岡
山
県
真
庭
市
で
は
、
森
林
の

土
地
所
有
者
情
報
や
ロ
ボ
ッ
ト

セ
ン
サ
ー
で
把
握
し
た
樹
木
の

分
布
情
報
、
成
育
情
報
を
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
で
整
理
し
、
市
役
所

や
森
林
組
合
が
森
林
資
源
情
報

を
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

し
た
。
森
林
資
源
分
布
や
所
有
者

の
把
握
作
業
に
、
従
来
は
、
２

人
・
日
／
１
区
画
が
か
か
っ
て
い

た
が
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
画
面
上

の
操
作
（
１
分
程
度
）
に
作
業
時

間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
岡
山
県
内
の
他
、
北
海
道
中

川
町
や
鳥
取
県
三
朝
町
な
ど
県
外
に
も
普
及
展
開

が
進
ん
で
い
る
。

（
３
）�マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
母
子
健

康
情
報
提
供（
群
馬
県
前
橋
市
）

　

群
馬
県
前
橋
市
で
は
、
地
元
医
師
会
の
協
力
の

下
、
子
ど
も
の
予
防
接
種
記
録
や
、
医
療
機
関
・
小

学
校
に
お
け
る
検
診
情
報
を
電
子
化
・
紐
付
け
し
、

保
護
者
や
医
師
が
一
元
的
に
子
ど
も
の
健
康
情
報
を

閲
覧
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
に

か
ざ
す
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
込
や
ロ
グ
イ
ン

が
可
能
で
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
利
便
性
が
高
く
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
既

に
群
馬
県
内
外
の
自
治
体
へ
と
普
及
展
開
が
進
ん
で

お
り
、
例
え
ば
、
富
山
県
南
砺
市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
者
等
の
協
力
を
得
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

行
い
、
保
護
者
が
自
宅
の
テ
レ
ビ
か
ら
検
診
結
果
な

ど
の
母
子
健
康
情
報
を
一
元
的
に
閲
覧
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
セ
ッ
ト

ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
か
ざ

し
て
ロ
グ
イ
ン
を
行
い
、
母
子
健
康
情
報
や
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
テ
レ
ビ
画
面
に
表
示
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

　

お
わ
り
に

　

今
回
紹
介
し
た
事
例
は
、
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、

今
後
、
行
政
分
野
を
含
め
て
、
官
民
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
け
る
業
務
の
効
率
化
や
生
産
性
向
上
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
今
回
の
事
例
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
ツ
ー
ル
と
し
て
利
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

センサーネットワークによる鳥獣被害対策

 

 
 

 
 

  

 

課
題

実
証
内
容 

成
果
・
効
果

●長野県塩尻市では、イノシシ等が水田を荒らすことによる米収穫高の減少や耕作放棄地の拡大が年々深刻化。
●電気柵や罠の設置などハード面での対策を実施するも、効果は限定的。

●塩尻市が同市内の北小野地区において、水田周辺に獣検知センサーや罠捕獲センサーを設置。 
●獣検知センサーが獣を検知すると、①サイレン音やフラッシュ光で獣を追い払うとともに、②検知情報がクラウドを介して農家や猟

友会に地図付のメールで配信され、迅速な追い払いや捕獲に寄与。
● 罠捕獲センサーが罠に獣が掛かったことを検知すると、その情報がクラウドを介して農家や猟友会に地図付のメールで配信さ

れ、罠に掛かった獣の迅速な撤去に寄与。（平成24 ～ 25年度：計６匹を捕獲） 

●北小野地区（稲作面積約２７ｈａ（※１））における実証の結果、被害面積が減少、稲作収入の増大が期待。 

※１ 塩尻市全体の稲作面積（約７００ｈａ）の約４％  ※２ 地元農家への聞き取り調査に基づき、日本ソフトウェアエンジニアリング株式会社が推計 
※３ 耕作可能面積及び１ｈａ当たりの平均稲作収入を基に、日本ソフトウェアエンジニアリング株式会社が推計  

長野県塩尻市は、総務省からの支援により、ＩＣＴ街づくり推進事業（H24 ～ 25年度）を実施。 

平成２３年度 平成２４年度
（実証１年目）

平成２５年度
（実証２年目）

被害面積（※２）[％] 
稲作収入（※３）[万円]

８５
３５４

２０
１,８９０

０
２,３６２

クラウド

追尾センサー

罠捕獲センサー 獣検知センサー

サイレン音
フラッシュ光

罠捕獲センサー 獣検知センサー

図3：センサーネットワークによる鳥獣被害対策
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で
あ
る
。
総
務
省
で
は
、
引
き
続
き
、
成
功
事
例
の

構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
地
域
へ
の
普
及
展
開

を
推
進
し
て
い
く
。
各
自
治
体
で
は
、
こ
れ
か
ら
地

方
版
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

基
づ
い
て
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
段
階

に
入
る
が
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
成
功

事
例
が
皆
様
の
地
域
に
お
け
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
」
の
取
り
組
み
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

クラウドを活用した森林資源の情報共有

課
題

実
証
内
容 

成
果
・
効
果

●岡山県真庭市は、美作（みまさか）地方に位置する地方都市（成熟都市）であり、面積の8割を森林が占める。 
●木材産業が発展しており、木質バイオマス発電所が平成27年度より稼働。燃料等森林資源の安定供給が課題。 
●過去に、大型台風の襲来による大規模な風倒木被害が発生。資源保全・土砂災害防止の視点から対策が必要。 

●地番現況図を共通IDとした森林林業クラウドを導入し、行政機関と資源生産事業者との情報共有を促進。 
●ロボットセンサー（UAV）を導入、樹木の位置や種類等を上空から柔軟に把握する体制を構築。 
●上記を災害時に活用し、風倒木や土砂災害発生箇所を迅速に把握し、関係者にて共有。 

●森林組合が土地所有者情報を把握する際、従来は１区画に２人がかりで終日（８時間程度）費やしていたが、森林林業クラウドを用
いた地番現況図の閲覧によって、簡易な画面上の操作（１分程度）で作業を完了させることが可能となった。

●また、森林資源の分布（樹木の種類別面積、生育状況等）を把握する際、従来は１区画に２人がかりで終日（８時間程度）費やして
いたが、ロボットセンサーを用いた空中写真等、森林林業クラウドに蓄積された情報の活用により、簡易な画面上の操作（１分程
度）で作業を完了させることが可能となった。 

岡山県真庭市は、総務省からの支援により、ＩＣＴ街づくり推進事業（H25年度）を実施。 

森林林業クラウド ロボットセンサー
森林資源量の把握・関係者間の共有

森林資源の有効活用
木質バイオマス発電等への
燃料安定供給

図4：クラウドを活用した森林資源の情報共有

ＩＣカード で
シングル サインオン

データを反映 パソコンやタブレット端末で閲覧

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

課
題

実
証
内
容 

成
果
・
効
果

マイナンバーカードを活用した母子健康情報提供 

●健康管理の分野においては、医療機関や小学校、幼稚園等における健康診断情報などが一元的に管理されておらず、市民にとっ
て情報を入手しにくい状況であることが課題。 

●幼児や児童を持つ世帯を対象に、過去の母子健康手帳の記録を電子化。現在の健康記録と結びつけ、予防接種記録や医療機関、
保健センター、小学校等における検診情報も記載することで、一貫した子供の健康情報を提供。ＩＣカードをリーダー等にかざすだ
けでログインできるシステムを実装。 

●また、診療所や拠点病院等の医療機関間で検査画像等の画像情報を共有し、ＩＣカードを用いた個人認証により閲覧出来る仕組み
を構築。 

●マイナンバーカードの配付開始後は、マイナンバーカードを使用。 

●電子母子健康手帳については、実証実験に参加した市民へのアンケートでは８割以上がサービスの継続・実用化を希望。 
●上記システムの自立的・継続的な運営を担う組織を設立（平成２７年３月）。 

群馬県前橋市は、総務省からの支援により、ＩＣＴ街づくり推進事業（H25・26年度）を実施。 

マイナンバー
カードに移行

保健
センター
小児科  

小学校  

等
•乳幼児健診
•予防接種

•定期検診
•予防接種

母子健康情報
●健康診断結果
●電子おくすり手帳
●日記機能
●成長記録グラフ
●予防接種
●子育てサイトリンク

図5：マイナンバーカードを活用した母子健康情報提供
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寄稿 2
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
」で

ま
ち
を
元
気
に

会あ
い
づ
わ
か
ま
つ

津
若
松
市
長
（
福
島
県
）　

室む
ろ
い井
照し

ょ
う
へ
い平

　

取
り
組
み
の
背
景

　

は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
熊
本
・
大
分
地
方
の
地
震

で
被
災
さ
れ
た
皆
様
並
び
に
ご
親
族
の
皆
様
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
年
前
に
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
発
電
所

事
故
で
被
災
し
た
本
市
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
復
興

事
業
や
観
光
・
農
業
等
に
お
け
る
風
評
被
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
風
評
被
害

の
影
響
が
続
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
払
拭
と
あ
わ
せ

て
、
地
域
活
性
化
の
大
き
な
柱
と
な
る
取
り
組
み

が
、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
」で
あ
る
。

　
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
環

境
技
術
な
ど
を
活
用
し
、
健
康
や
福
祉
、
教
育
、
防

災
、
さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
、
環
境
と
い
っ

た
市
民
生
活
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
効

率
化
・
高
度
化
を
図
り
な
が
ら
、
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
そ
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業
の
活
性
化
に
よ
っ

て
、
し
ご
と
・
雇
用
の
増
加
を
目
指
し
て
い
く
取
り

組
み
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
て
「
持
続
力
と
回
復
力

の
あ
る
力
強
い
地
域
社
会
」「
市
民
が
安
心
し
て
快
適

に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
大
学
で
あ
る
会
津
大
学
の
立
地

　

地
方
創
生
な
ど
を
含
め
た
地
域
活
性
化
に
あ
た
っ

て
は
、
雇
用
創
出
や
若
者
の
地
域
へ
の
定
着
の
た
め
、

そ
の
地
域
に
あ
る
大
学
と
の
連
携
が
重
要
視
さ
れ

る
。
市
内
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
大
学
で
あ
る
会
津
大
学

が
立
地
し
て
い
る
が
、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若

松
」
と
し
て
本
市
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
推
進
し
て

き
た
背
景
に
は
、
こ
の
会
津
大
学
の
存
在
が
大
き
い
。

　

会
津
大
学
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す

る
も
の
と
し
て
、
世
界
か
ら
最
先
端
の
研
究
を
進
め

る
教
授
陣
を
呼
び
寄
せ
、
全
教
員
の
約
４
割
が
外
国

人
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
26
年
に
は
世
界
で
活

躍
す
る
革
新
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
輩
出
を
目
指
し
て
、

国
が
支
援
す
る「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」に
も

選
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
会
津
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
28
社

（
経
済
産
業
省
：
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
実
施
施
策

等
に
関
す
る
実
態
調
査（
平
成
28
年
3
月
））を
数
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
が
地
域
の
特
色
あ
る
産
業
の
１
つ
に

な
っ
て
き
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み

■
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
利
用
を
目
指
し
た
取
り
組
み
と
捉
え
ら
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
本
市
の
場
合
、
必
ず
し
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
先
駆
的
な
取
り
組
み
全
般
を
指
し
て
お
り
、
特

に
、
注
目
し
て
い
る
の
が
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
、

企
業
経
営
に
活
か
す「
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
」の
取
り
組

み
で
あ
る
。

　

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
関
連
の「
し
ご
と
」は
、
今
後
、
そ

の
ニ
ー
ズ
が
一
層
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
世
界
規
模
で
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
地
方
で
も
業
務
が

可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
た
め
、
地
方
で
の

「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、
会
津
大
学
と

の
連
携
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク

ス
関
連
の
講
座
を
開
催
し
、
高
付
加
価
値
な
人
材
の
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育
成
を
推
進
し
て
き
た
。

　

一
方
で
、
こ
う
し
た
人
材
の
受
け
皿
と
な
る
企
業

の
数
が
本
市
に
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
育
成
し
た

人
材
も
流
出
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

　

現
在
、
そ
の
受
け
皿
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
誘

致
・
集
積
を
目
指
し
て
、
古
民
家
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
改
修
し
、
首
都
圏
の
企
業
に
体
験
的

に
入
居
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
本
市
で
も
ビ
ジ
ネ
ス

が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
実
証
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
６
０
０
人
規
模
の
入
居
が
可
能
な
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
整
備
も
計
画
し
て
お
り
、
会
津
大
学
で
高

度
な
教
育
を
受
け
た
人
材
の
地
域
へ
の
定
着
に
つ
な

げ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
組
み
と
の
連
動

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
関
連
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本

市
で
は
、
全
国
的
に
見
て
も
早
い
段
階（
平
成
24
年
度
）

か
ら
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
公
開
を
推
進
し
て
お
り
、
平

成
25
年
度
に
は
独
自
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
利
活

用
基
盤
「D

A
T

A
 for CIT

IZEN

（
デ
ー
タ

フ
ォ
ー
シ
チ
ズ
ン
）」を
構
築
し
、公
開
し
て
き
た
。

　

D
A

T
A

 for CIT
IZEN

上
に
集
約
し
た

デ
ー
タ
は
、
地
元
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
会
津
大
学
の
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
人
材
育
成

講
座
に
お
い
て
も
、
演
習
用
の
サ
ン
プ
ル
デ
ー

タ
で
は
な
く
、
実
際
に
地
域
で
収
集
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
用
い
て
お
り
、
よ
り
実
践
的
な
ア
ナ

リ
テ
ィ
ク
ス
人
材
が
育
成
さ
れ
て
い
る
。

■
情
報
提
供
の
新
し
い
か
た
ち「
会
津
若
松
＋（
プ
ラ
ス
）」

　
「
会
津
若
松
＋
」
は
、
昨
年
12
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ

た
地
域
情
報
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
。

　

従
来
の
会
津
若
松
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
情
報

量
も
多
く
、
階
層
構
造
も
複
雑
な
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る
方
が
必
要
な
情
報
を
探
し
出
す

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し「
会
津
若
松
＋
」で
は
、
閲
覧
者
が
情

報
を
探
す
の
で
は
な
く
、
事
前
に
登
録
し
た
各
個
人

の
属
性（
住
所
、
年
齢
、
家
族
構
成
な
ど
）や
こ
れ
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
履
歴
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

閲
覧
者
に
と
っ
て
興
味
・
関
心
が
高
い
情
報
を
優
先

的
に
表
示
さ
せ
る
レ
コ
メ
ン
ド
型
の
仕
組
み
で
あ
り
、

ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
必
要
な
情
報
が

取
得
し
や
す
い
と
い
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
仕
組
み
も
、
ま
さ
に
情
報
の
デ
ー
タ
収

集
・
分
析
を
活
用
し
た
典
型
事
例
の
１
つ
で
あ
る
。

　

な
お
、「
会
津
若
松
＋
」で
は
、
地
域
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
チ
ラ
シ
や
地
元
紙
の
新
聞
記
事
、
冬

期
の
除
雪
車
の
位
置
情
報
の
提
供
を
は
じ
め
、
個
人

の
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
な
ど
も
有
し
、
便
利
な
サ
ー
ビ

ス
を
続
々
と
追
加
し
て
お
り
、
行
政
情
報
発
信
ツ
ー

ル
と
し
て
の
枠
を
超
え
、
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
地

域
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。

■
統
合
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
で
ま
ち
が
見
え
る

　

本
市
で
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
統
合
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
導

入
し
、
庁
内
横
断
的
に
組
織
し
た
検
討
チ
ー
ム
主
導

の
も
と
で
活
用
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｉ

Ｓ
活
用
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
市
民
の
皆

様
が
転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど
の
住
民
異
動
を
行
う

際
に
、
窓
口
で
実
際
に
居
住
す
る
地
点
（
住
民
ポ
イ

ン
ト
）を
地
図
上
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
聞
き
取
り
し
、

日
々
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
に
最
新
の
実
居
住
地
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
情
に
即
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
分
析
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
住
民
ポ
イ
ン
ト
と
住
宅
を

突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
住
民
ポ
イ
ン
ト
の
な
い

住
宅
は
空
き
家
の
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
が
判
断
で

き
る
。
実
際
に
、
空
き
家
問
題
の
担
当
課
で
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｓ
上
で
の
空
き
家
候
補
の
抽
出
とGoogle Street 

V
iew

で
の
簡
易
現
況
調
査
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
市
内
に
存
在
す
る
空
き
家
の
予
備
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
現
地
に
出
向
く
調
査
に
比
べ
、
格
段
に

時
間
と
人
件
費
が
削
減
で
き
る
。

　

ま
た
別
の
例
と
し
て
、
公
共
交
通
を
所
管
す
る
部

署
で
は
市
内
の
バ
ス
路
線
の
最
適
化
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
の

サテライトオフィス（旧市長公舎）
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住
民
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
住

民
ポ
イ
ン
ト
か
ら
算
出
し
た
各
地
域
の
人
口
、
商
業

施
設
等
の
位
置
、
各
バ
ス
停
の
乗
降
者
数
な
ど
を
基

に
、
最
適
な
バ
ス
路
線
お
よ
び
ダ
イ
ヤ
を
導
き
出
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
「
勘
・
経

験
・
度
胸
」
に
頼
っ
た
決
定
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
し
客
観
的
に「
見
え
る
化
」し
た
こ
と
で
、
明
確

な
根
拠
を
も
っ
た
課
題
把
握
や
意
思
決
定
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス 

「
あ
い
べ
あ
」

　
「
あ
い
べ
あ
」は
、
地
域
密
着
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
、
会
津

若
松
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
大
熊
町
民
の
皆
様
を
中

心
に
幅
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
の
機
能
と
し
て
、
日
常
的
に
自
由
に
使
え
る

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
電
子
掲
示
板
機
能
の
ほ
か
、

市
か
ら
の
防
災
情
報
メ
ー
ル
、
休
日
緊
急
医
情
報

メ
ー
ル
な
ど
、
生
活
に
有
益
な
情
報
を
配
信
す
る
機

能
を
提
供
し
、
平
成
28
年
5
月
時
点
で
の
利
用
者
数

は
約
８
５
０
０

人
と
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
非

常
に
多
く
の
利

用
者
が
登
録
し

て
い
る
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。

　
「
あ
い
べ
あ
」の
大
き
な
特
徴
は
、
前
述
の
統
合
Ｇ

Ｉ
Ｓ
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
局
所

的
な
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
住
民
情
報

と
連
動
し
て
特
定
の
エ
リ
ア
の
利
用
者
の
み
に
メ
ー

ル
を
一
斉
配
信
し
、
避
難
を
促
す
と
い
っ
た
機
能
も

備
え
て
い
る
。

■
簡
単
ゆ
び
ナ
ビ
窓
口
事
業

　

簡
単
ゆ
び
ナ
ビ
窓
口
事
業
は
、
高
齢
の
方
や
子
連

れ
の
方
な
ど
、
市
民
課
窓
口
に
て
住
民
票
発
行
な
ど

の
申
請
書
を
記
入
す
る
の
が
難
し
い
方
の
た
め
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
た
職
員
が
フ
ロ
ア
内
を
移
動

し
、
申
請
の
補
助
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

本
人
か
ら
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
、
職
員
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
操
作
す
る
こ
と
で
申
請
が
行
わ
れ
、
申
請

者
の
方
は
、
最
後
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
を
指
で
な
ぞ
っ

て
署
名
す
る
だ
け
で
、
押
印
も
不
要
で
手
続
き
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
た
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
市
民
に
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
他
の
先
例
と
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

■
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ

　

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産

業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
特
性
を
有
す
る
他
の
産
業

で
も
有
効
に
機
能
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
「
稼
ぐ

力
」を
発
揮
す
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
が
、
本
市
の
農
業
分
野
に
お
い
て
、
施

設
園
芸
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

ア
グ
リ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
て
水
分
量
、
地
温
、
肥
料
濃
度
な

ど
を
測
定
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し

て
最
適
な
水
分
量
、
肥
料
な
ど
の
必
要
量
を
自
動
制

御
で
与
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
型
の
養
液
土
耕
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
で
は
、
高

品
質
な「
秀
」ラ
ン
ク
の
も
の
が
10
％
増
加
し
、
そ
れ

に
伴
っ
て
増
収
効
果
も
出
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
用

で
き
る
親
和
性
が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
行
政

だ
け
で
推
進
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
観

点
か
ら
、
昨
年
７
月
に
は
、
産
学
官
金
労
言
が
連
携

し
て
包
括
的
に
地
方
創
生
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津

若
松
を
進
め
て
い
く
た
め
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式

会
社
、
イ
ン
テ
ル
株
式
会
社
、
富
士
通
株
式
会
社
お

よ
び
本
市
を
含
め
33
団
体
で
構
成
す
る
「
会
津
若
松

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
包
括
連
携
協
議
会
」

を
設
立
し
た
経
緯
に
あ
る
。

　

今
後
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
事
業
の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
生
活

の
利
便
性
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
雇
用
が
確
保
さ
れ
、

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
快
適
に
生
活

で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
、

そ
う
い
っ
た
好
循
環
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
よ
り
一

層
の
取
り
組
み
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

スマートアグリ
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特集　ICTと地域づくり 第1回 ICTで変わるこれからの行政サービス

3寄稿

　

三
鷹
市
政
の
特
徴

　

三
鷹
市
は
昭
和
25
年
11
月
3
日
の
市
制
施
行
以

来
、
勤
労
者
市
民
が
多
く
住
む
い
わ
ゆ
る
「
住
宅
都

市
」
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
昭
和
48
年
に
は
日
本

初
と
な
る
公
募
市
民
に
よ
る
住
民
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
開
始

す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
市
の
基
本
計
画
の
原
案
を
市
民
が
作
成
し
た

り
、
無
作
為
抽
出
の
市
民
に
よ
る
討
議
会
の
意
見
を

反
映
し
た
り
す
る
な
ど
、
市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
き
て
い
る
。

　

平
成
18
年
4
月
1
日
に
は
、
参
加
と
協
働
を
市

政
運
営
の
基
本
理
念
と
す
る
『
三
鷹
市
自
治
基
本
条

例
』
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
基
盤
と
す
る
小
中
一
貫
教
育
を
開
始
し

て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
三
鷹
市
政
の
特
徴
は
、
市
民
の「
民
」、

大
学
研
究
機
関
の「
学
」、
産
業
界
の「
産
」、
市
役
所

の「
公
」、
国
の
機
関
の「
官
」に
よ
る「
民
学
産
公
官

の
協
働
」
の
推
進
に
あ
る
。
例
え
ば
、
三
鷹
市
が
設

置
し
た
「
三
鷹
市
地
域
情
報
化
推
進
協
議
会
」
に
は
、

市
民
、
官
僚
で
も
あ
る
学
識
経
験
者
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
商
工
会
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
者
協

会
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者
、
市
お
よ
び
市
教
育
委
員
会

担
当
者
が
参
加
し
て
い
る
。

　

三
鷹
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み

　

三
鷹
市
内
で
は
昭
和
59
年
か
ら
61
年
ま
で
、
日
本

電
信
電
話
公
社
が（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
移
行
す
る
時
期
に

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
高
度
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
実
験
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、
大

学
研
究
者
で
あ
っ
た
私
は
、
公
社
に
実
験
実
施
の
委

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
技
術
的
な
検
証
に
加
え
て
、

利
用
者
視
点
に
立
っ
て
活
用
を
検
討
す
る
社
会
科
学

的
な
実
験
を
提
唱
し
反
映
さ
れ
た
。
同
時
に
、
三
鷹

市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
研
究
者
と
し
て
、
テ
レ
ビ
電
話

を
利
用
し
た
遠
隔
学
校
教
育
、
遠
隔
社
会
教
育
の
実

験
を
担
当
し
、
防
災
シ
ス
テ
ム
や
遠
隔
医
療
で
の
利

用
実
験
等
を
含
む
検
証
に
関
わ
っ
た
。

　

平
成
６
年
に
は
、
市
民
と
有
識
者
と
職
員
が
対

等
の
立
場
で
地
域
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

仕
組
み
で
あ
る
「
三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
（
現

三
鷹
ま
ち
づ
く
り
総
合
研
究
所
）」に
お
い
て「
情
報

都
市
づ
く
り
分
科
会
」
の
委
員
長
を
務
め
、
住
宅
都

市
と
共
存
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
の
振
興
を
図
る
「
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
（Sm

all O
ffi

ce H
om

e O
ffi

ce

）
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ　

み
た
か
構
想
」
を
緊
急
提
言
し
、
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
前
に

パ
イ
ロ
ッ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
を
実
現
し
た
。

こ
れ
は
後
に
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産

業
振
興
を
機
能
と
す
る
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
の
建
設

に
結
び
つ
い
た
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
に
は
市
内
の
都
立
井
の
頭
恩
賜

公
園
内
に
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
監
督
の
宮
崎
駿

氏
を
館
主
と
す
る
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
美
術
館

（
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
）が
開
館
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時

代
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化
の
一
つ
の
拠
点
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
、
平
成
17
年
、
世
界
テ
レ

ポ
ー
ト
連
合（
Ｗ
Ｔ
Ａ
）か
ら
、
協
働
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま

ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
「Intelligent Com

m
unity 

of the year

」（
情
報
都
市
づ
く
り
世
界
一
）を
受
賞
し

た
。
こ
れ
は
、
本
市
が
、
昭
和
59
年
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ
実
験

民
学
産
公
官
の
協
働
に
よ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り

三み
た
か鷹

市
長
（
東
京
都
）　

清き
よ
は
ら原

慶け
い
こ子
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以
来
、「
民
学
産
公
官
の
協
働
」
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
に
は
、「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
」
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
豊

か
さ
、
便
利
さ
、
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て『
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
基
本
方
針
』
を
策
定
し
、
総
務
省
の
委
託
を
受

け
て「
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
」を

実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
登

録
し
た
暗
証
番
号
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・

ス
ト
ア
の
多
機
能
端
末
か
ら
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証

明
書
等
を
交
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
平
成
22
年
２
月
に

全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
た
他
、
み
た
か
地
域
Ｓ
Ｎ

Ｓ（
ポ
キ
ネ
ッ
ト
）の
開
設
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
疑

問
に
答
え
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
シ
ス
テ
ム
、
子
ど
も
向
け
携
帯

電
話
を
活
用
し
た
親
子
安
心
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

を
実
施
し
た
。

　

総
務
省
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事
業
へ
の 

　

参
加
と
他
の
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
横
展
開

　

本
市
で
は
、「
総
務
省
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事

業
」の
委
託
を
受
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た「
三
鷹

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し

た
。
現
行
の
三
鷹
市
第
４
次
基
本
計
画
の
最
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」

関
連
施
策
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
か
し
て
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
、
平
時
の
買
い
物
支
援
、
災
害
情
報
等
の
多

元
的
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
伝
達
の
最
適
化
、
帰
宅
困
難

者
対
策
等
に
取
り
組
ん
だ
。（
表
１
参
照
）

　

こ
の
実
証
を
踏
ま
え
て
、
平
成
25
年
度
に
は
、

本
市
と
同
様
に
平
成
24
年
度
に
総
務
省
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街

づ
く
り
推
進
事
業
の
委
託
を
受
け
た
長
野
県
塩
尻

市
、
千
葉
県
柏
市
、
愛
知
県
豊
田
市
、
静
岡
県
袋

井
市
の
4
市
と
の
連
携
実
証
事
業
を
本
市
が
事
務

局
と
な
っ
て
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
各
市
の
総
務

省
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事
業
の
実
証
の
成
果
を
、

他
の
自
治
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
へ
展
開
す
る

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ

も
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
そ
の
基
盤
整
備
を
着
実
に
行
い
、
利
用

サ
ー
ビ
ス
を
汎
用
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
地
域

で
も
同
等
の
情
報
通
信
環
境
を
作
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
地
方
創
生
の
基
盤
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
国
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
お
い
て
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
重
要
性
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

実証項目 実証事業 取り組み内容 主たる成果

①�きずなの多
層多元化

買物支援事業

アンドロイド端末を利用して、
日頃の見守りと端末での注文を
配送に結びつける買物支援事業
を一体的に実施。見守る側と見
守られる側双方の負担が少な
く、日常生活の中で共助の仕組
みを構築し、有効性を検証した。

◦�安否確認などの見守りと買物支援の
取り組みの融合が有効であるとの回
答が70％を超えた。

◦�高齢者からは、機器の操作性等にや
や不満の声があったが、スマート
フォンに慣れている妊娠中の女性か
らは、有効性が報告された。

多職種連携
事業

在宅の要支援者を取りまく多職
種（医師、ヘルパー、地域包括
支援センターケアマネジャー
等）の専門職の間の情報共有を
行うためのクラウドを活用した
仕組みを構築し、有効性を検証
した。

◦�場所の制約から解放され、サービス
実施の事前に要支援者の状況が把握
でき、サービスに割ける時間が増え
ることにより最適なサービスの選択
が可能になった。

◦�他の職種の実施内容が分かり、役割
が明確になった。

②�情報の収集
と一元管理
による市民
への適切・
迅速な情報
提供

情報収集
意思決定支援

災害時において、文字及び画像
による災害現場等からの情報の
共有や活用を促進させ、情報の
二重管理や重複などを解消しつ
つ、災害対策本部の意思決定の
迅速化を支援する仕組みを構築
し有効性を検証した。

◦�災害時の意思決定において被災状況
の確認などに即時性が増すなどの改
善が確認できた。

◦�画像情報は有効。日時が記録され、
災害時の経過を区切り、遡及できる
機能が意思決定に有効。

情報伝達制御

防災無線での情報内容を、一元
的な入力により、市のホーム
ページ、公式ツイッター、ケー
ブルテレビの文字放送、登録さ
れた安全安心メール等によって
同時に伝達できるしくみを構築
し、有効性を検証した。

◦�学校や保育園等の保護者の安否確認
など活用できる情報が増え、適切な
判断が可能となった。

◦�情報の一斉配信先の拡充、素早い初
動を必要とする公共施設への情報伝
達手段の充実が有効である。

③�帰宅困難者
支援の拡充

Wi-Fi
（一斉配信型通
信とインター
ネット通信環
境の提供）

一斉配信型のマルチキャスト通
信による情報配信により、同時
に多くの情報端末に情報を届け
るWi-Fi環境を構築し、円滑な
情報配信の実現に向けた技術要
素を検証した。

◦�鉄道駅利用者への情報伝達基盤の構
築により利便性が増した。

◦�プッシュ型のデータ配信による情報
伝達手段の有効性を確認。

◦�平時には観光情報、クーポン等の利
用、災害時には災害情報収集できる
一斉配信型のマルチキャスト通信に
よる情報配信が有効。

表１：平成24〜 25年度総務省ICT街づくり推進事業：コミュニティ創生プロジェクトの概要
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特集　ICTと地域づくり 第1回 ICTで変わるこれからの行政サービス

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

　

カ
ー
ド
」
を
生
か
す
た
め
の
視
点

　

平
成
28
年
1
月
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す

る
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
特
設
窓
口
を
設
置
し
予
約
制
で
交
付
し
て
い
る

が
、
一
日
に
交
付
で
き
る
人
数
は
限
ら
れ
て
い
る

上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
市
民
に
市
役
所
ま

で
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

相
当
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
で
の
証

明
書
発
行
、
電
子
母
子
健
康
手
帳
や
医
療
と
の
連

携
な
ど
、
本
市
を
含
む
各
市
で
の
総
務
省
Ｉ
Ｃ
Ｔ

街
づ
く
り
推
進
事
業
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
の
可
能
性
を
示
し
て

き
て
い
る
。

　

今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
の
方
向
性

と
し
て
は
、
①
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
段
階
か

ら
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
証
明
書
が
不
要
な
社
会
へ
、
②

プ
ッ
シ
ュ
型
に
よ
る
各
種
手
当
や
給
付
な
ど
申
請
漏

れ
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
、
③
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
活
用
し
た
電
子
申
請
な
ど
の
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
、
④
自
治
体
内
、
自
治
体
間
等
の
情
報
連
携
に

よ
る
申
請
時
の
添
付
書
類
の
削
減
、
⑤
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
に
よ
る
自
己
情
報
の
閲
覧
管
理
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入

で
子
育
て
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
健
康

管
理
な
ど
で
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
配
慮
す
べ
き 

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
の
確
保

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
自
治
体
の

責
務
と
し
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
と
個
人

情
報
保
護
の
確
保
は
基
本
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
平

成
15
年
度
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
（ISM

S

：ISO
27001

）
の
国
際
規
格
の
認
証

を
取
得
し
て
以
来
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
特
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
ぐ
仕
組

み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
『
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』を
作
成
し
、
職
員
へ
の

周
知
や
研
修
に
努
め
て
い
る
。
特
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
導
入
・
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な
研
修

な
ど
の
人
的
安
全
管
理
措
置
が
重
要
で
あ
り
、
本
市

で
は
平
成
27
年
度
内
に
管
理
職
を
含
む
職
員
全
員
を

対
象
に
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
を
所
管
す
る
武
蔵
野
税
務
署
、
三
鷹

公
共
職
業
安
定
所
お
よ
び
武
蔵
野
年
金
事
務
所
と
協

働
し
て
、
近
隣
の
武
蔵
野
市
、
小
金
井
市
に
も
連
携

を
呼
び
掛
け
て
、
３
市
の
法
人
・
事
業
者
を
対
象
に

し
た
法
人
番
号
を
含
む
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す

る
講
習
会
を
平
成
27
年
度
中
に
４
回
開
催
し
た
。

　

こ
の
他
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
留
意

す
べ
き
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
が
目
的
な
の
で
は
な

く
、
言
わ
ば「
暮
ら
し
と
生
命
の
質（
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）の
向
上
」に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
手
段
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
利
用
者
視
点
に
立
っ

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
か
す
た
め
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
デ
バ
イ
ス
の

多
様
性
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
が
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
震
災
や
風
水
害
等
が
多
く
発
生
す
る
日
本

に
あ
っ
て
は
、
平
常
時
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
か
す

こ
と
で
、
初
め
て
緊
急
時（
災
害
時
）に
も
活
用
で
き

る
。「
自
助
」「
共
助
」の
取
り
組
み
の
推
進
と「
公
助
」

の
確
保
を
図
る
上
で
、「
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
」た

め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

現
実
社
会
に
お
け
る「
人
の
つ
な
が
り
」と
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
も
た
ら
す
バ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
に
お
け
る
「
人

の
つ
な
が
り
」
は
密
接
不
可
分
で
あ
る
。
ま
た
、
平

時
の
ま
ち
づ
く
り
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
か
す
こ
と
で
、
災

害
時
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
生
か
さ
れ
る
。
自
治
体
内
部
で

は
ほ
と
ん
ど
の
事
務
事
業
が
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
事
業
継
続
計
画
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
─Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」
に
基
づ
く
、

災
害
時
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
の
継
続
性
の
担
保
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
三
鷹
市（
公
）で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
過
程
に
お
い
て
、
市
民
や
医
師

会
等
の
関
係
団
体
（
民
）、
大
学
研
究
者
や
専
門
家

（
学
）、
地
元
の
商
工
会
等
の
産
業
界（
産
）と
の
協
働

を
進
め
つ
つ
、
総
務
省（
官
）の
モ
デ
ル
事
業
等
に
積

極
的
に
応
募
し
て
検
証
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ

く
り
は
、
ま
さ
に
「
民
学
産
公
官
」
の
協
働
に
よ
り
、

そ
の
価
値
を
創
造
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。



（愛媛県）

市 政 ル ポ 宇
う わ じ ま

和島市

歴
史
的
節
目
を
未
来
の
糧
に

資
源
活
用
で
挑
む
地
方
創
生

高
速
交
通
網
の
拡
充
が
も
た
ら
す
意
義

　

宇
和
島
市
、
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
西
予
市
、
内

子
町
、
伊
方
町
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、
愛
南
町
の
４

市
５
町
か
ら
な
る
南
予
地
域
に
伊
予
市
を
加
え
た
10

市
町
で
は
、
現
在
、
地
元
の
食
・
自
然
・
歴
史
文
化

な
ど
を
全
国
発
信
す
る
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博

２
０
１
６
」
が
開
催
中
だ
。
期
間
は
平
成
28
年
３
月

26
日
〜
11
月
20
日
ま
で
の
約
８
カ
月
間
。
か
な
り
の

長
丁
場
だ
が
、
参
加
各
市
町
で
は
後
述
す
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
や
特
色
を
生
か
し
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
実
施
す
る
。

　

愛
媛
県
は
東
予
地
域
、
中
予
地
域
、
南
予
地
域

に
区
分
さ
れ
る
が
、
宇
和
島
市
が
属
す
る
南
予
地

域
は
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
荘

厳
な
四
国
山
地
が
東
西
を
横
断
す
る
地
形
の
た
め
、

昔
か
ら
各
市
町
を
結
ぶ
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　
「
そ
の
た
め
に
、
広
域
圏
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
割
に
は
、
地
域
一
帯
の
連
帯
性
、
一
体
感
が
な
か

な
か
生
じ
に
く
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
逆
に
そ

の
こ
と
が
、
地
域
内
の
各
地
に
独
自
性
の
強
い
歴
史

文
化
を
醸
成
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
３
月
に
四
国
横
断
自
動
車

道
・
宇
和
島
北
Ｉ
Ｃ
〜
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
松
山
市
か
ら
内
子
、
大
洲
を
経
て

宇
和
島
に
至
る
交
通
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
良
く
な
り

ま
し
た
（
※
松
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
宇
和
島
朝
日
Ｉ
Ｃ
ま
で

約
70
分
、
Ｊ
Ｒ
特
急
・
宇
和
海
に
よ
る
松
山
〜
宇
和

島
間
も
約
80
分
）。
南
予
地
域
と
い
う
広
域
圏
を
一

括
り
で
考
え
る
と
き
、
こ
の
高
速
交
通
網
の
整
備

は
、
地
域
一
体
化
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
き
ま
す
。
今
後
の
南
予
博
の
盛
り
上
が
り
に

つ
い
て
も
、
そ
の
こ
と
が
大
き
な
推
進
力
の
一
つ
に

な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
石
橋
寛
久
・
宇
和
島
市
長
で
あ
る
。

　

四
国
の
瀬
戸
内
側
を
結
ぶ
高
速
交
通
網
は
、
松
山

自
動
車
道（
四
国
中
央
市
か
ら
宇
和
島
市
）と
高
松
自

動
車
道
（
鳴
門
市
・
坂
出

市
〜
高
松
経
由
・
四
国
中
央
市
）、
さ

ら
に
は
徳
島
自
動
車
道
（
徳
島
市
〜
四
国
中
央
市
）

な
ど
が
連
結
し
合
っ
て
、
四
国
横
断
自
動
車
道
や

四
国
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
を
形
成
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
県
都
・
松
山
市
と
県
西
南
端
に
近
い

宇
和
島
市
と
が
高
速
交
通
網
で
直
接
結
ば
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
南
予
地
域
が
名
実
と
も
に
広
域
圏
と

し
て
の
環
境
に
整
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結

果
、
例
え
ば
観
光
面
に
お
い
て
は
、
松
山
市
を
起

点
に
、
南
予
地
域
の
各
所
に
立
ち
寄
り
、
還
流
す

石
いしばし

橋寛
ひろひさ

久
宇和島市長
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る
と
い
う
１
～
２
泊
程
度（
日
帰
り
も
可
）の
旅
行
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
立
案
し
や
す
く
な
る
な
ど
、
そ
の
効
果

は
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
波
及
し
て
い
る
。

合
併
か
ら
10
年
を
経
て
、 

進
む
市
民
の
一
体
化

　
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
」も
こ
う
し

た
高
速
交
通
網
の
充
実
の
成
果
を
存
分
に
生
か
し
て

い
る
。
実
際
、
各
市
町
の
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
広
域

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
縦
横
に
交
差
す
る
南
予
博
の
実

施
ス
タ
イ
ル
も
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
ア
ク
セ
ス
環
境

の
飛
躍
的
な
改
善
が
背
景
に
あ
れ
ば
こ
そ
成
り
立
つ

も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

期
間
中
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
数
は
総
計

２
５
０
以
上
（
期
間
中
に
さ
ら
に
増
え
る
予
定
）
と

さ
れ
る
が
、
主
に
次
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ

れ
て
い
る
（
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
公

式
資
料
よ
り
）。

❖
セ
レ
モ
ニ
ー
イ
ベ
ン
ト
【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト「
南
予
い
や
し
の
祭
典
・
平
成
28
年
３
月
26
日
」八

幡
浜
市
お
よ
び
伊
方
町
で
開
催
／
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
「
南
予
観
光
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
28
年
11
月
20

日
）」宇
和
島
市
で
開
催
】

❖
広
域
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
【
南
予
地
域
に
共
通
す
る
素

材
を
テ
ー
マ
（
食
・
食
文
化
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ア

ウ
ト
ド
ア
な
ど
）に
、
広
域
の
魅
力
を
発
信
】

❖
地
域
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
【
市
町
ご
と
の
特
色
あ
る
素

材
を
テ
ー
マ
に
、
南
予
の
魅
力
や
多
様
性
を
発
信
。

新
規
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
既
存

イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
開
催
を
目
指
す
】

❖
地
域
企
画
イ
ベ
ン
ト
【
各
市
町
が
独
自
に
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
ま
つ
り
、
他
県
と
の
連
携
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
南
予
博
の
趣
旨
に
合
う
イ

ベ
ン
ト
等
を
地
域
企
画
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
】

❖
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
【
南
予
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
活
動
を
行
う
住
民
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

現存12天守の一つに数えられる宇和島城

伊達家のルーツ仙台のシシ踊りを起源とする「八ツ鹿踊り」

重要文化的景観の選定を受けた遊子水荷浦の段畑
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業
、
団
体
等
が
実
施
す
る
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
や
移
住
・
定
住
促
進
に
資
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
】

　

こ
れ
ら
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
地

域
内
で
随
時
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
南
予
ブ
ラ

ン
ド
」を「
道
後
ブ
ラ
ン
ド
」「
し
ま
な
み
ブ
ラ
ン
ド
」

に
次
ぐ
愛
媛
県
第
３
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
成
お

よ
び
確
立
を
図
る
。
併
せ
て
、
今
後
、
同
地
域
に

お
い
て
長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、

観
光
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
広
域
周
遊
の
仕

組
み
づ
く
り
の
礎
と
す
る
こ
と
が
、
こ
の
長
期
に

わ
た
る
広
域
イ
ベ
ン
ト
の
最
大
の
眼
目
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

取
材
し
た
５
月
半
ば
の
時
点
で
は
、
地
域
コ
ア
イ

ベ
ン
ト
が
２
つ

（
秀
宗
公
入
部
伊

達
五
十
七
騎
大

武
者
行
列
、
楽

市
楽
座
に
ぎ
わ

い
市
）
の
ほ
か
、

広
域
コ
ア
イ
ベ
ン

ト
が
２
つ
（
南
予

の
食
を
発
信
す

る
《
南
予
プ
レ
ミ

ア
ム
ダ
イ
ニ
ン

グ
》、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
企
画
《
ツ
ー

ル
ド
・
な
ん
よ
・

８
デ
イ
ズ
》）が
開

催
さ
れ
た
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
公
式
行
事
の
性
格
の
強
い

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
、
市
民
参
加
の
色
彩
が
濃
い
自
主

企
画
イ
ベ
ン
ト
が
今
後
か
な
り
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
漁
協
女
性
部
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
、
各
種
任
意
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

商
工
会
な
ど
を
母
体
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
企
画
11

事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み

だ
と
い
う
。

　

宇
和
島
市
で
は
、
昨
年
、
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
。

同
時
に
宇
和
島
藩
の
初
代
藩
主
・
伊
達
秀
宗
（
伊
達

政
宗
の
長
男
）が
１
６
１
５
年（
慶
長
20
年
）に
宇
和

島
入
り
し
て
丸
４
０
０
周
年
と
い
う
歴
史
的
な
節
目

も
迎
え
、
関
連
記
念
行
事
の
開
催
で
年
間
を
通
し
て

に
ぎ
わ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
歴
史
的
節
目
を
祝
う
イ

ベ
ン
ト
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、
市
民
の
参
画
意
識

が
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
面
も
あ
る
よ
う
だ
。

特
に
、
今
回
の
南
予
博
に
、
そ
の
傾
向
が
色
濃
く
出

て
い
る
と
、
石
橋
市
長
も
強
調
す
る
。

　
「
宇
和
島
市
は
平
成
17
年
に
旧
宇
和
島
市
、
旧
北

宇
和
郡
吉
田
町
、
三
間
町
、
津
島
町
の
１
市
３
町
で

合
併
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
日
本
一
の
み
か
ん
栽
培

の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
吉
田
町
は
、
宇
和
島

藩
時
代
の
支
藩（
伊
予
吉
田
藩
）と
い
う
つ
な
が
り
も

あ
り
ま
し
た
が
、
例
え
ば
伊
達
家
入
部
４
０
０
年
の

記
念
事
業
と
い
っ
て
も
、
一
番
南
の
津
島
町
な
ど
で

は
も
う
ひ
と
つ
ピ
ン
と
き
て
い
な
い
傾
向
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
一
口
に
一
体
化
と
い
っ

宇和島伊達400年祭（馬上の伊達秀宗役は石橋市長）

宇和島市立伊達博物館と名勝・天赦園の庭園
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宇和島市　市 政 ル ポ

（愛媛県）

て
も
、
な
か
な
か
難
し
い
な
と
痛
感
し
て
も
お
り
ま

し
た
の
で
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
南
予
博
に
、
各
地

域
か
ら
予
想
以
上
に
市
民
団
体
な
ど
の
参
画
が
見
ら

れ
て
い
る
と
い
う
現
実
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
」（
石
橋
市
長
）

　

合
併
以
来
、
厳
格
な
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
成

果
を
着
実
に
挙
げ
つ
つ
も
、
同
時
に
石
橋
市
長
が

「
常
に
心
に
か
け
て
き
た
」と
い
う
市
民
の
一
体
化
へ

の
粘
り
強
い
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
合
併
10
周
年
や

伊
達
家
入
部
４
０
０
年
、
南
予
博
な
ど
の
地
域
を
挙

げ
た
イ
ベ
ン
ト
が
連
続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
て
、
少
し
ず
つ
実
を

結
び
始
め
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

宇
和
島
市
悲
願
の
九
島
大
橋
開
通

　

今
年
の
４
月
３
日
に
は
、
宇
和
島
市
で
「
九
島
大

橋
の
開
通
式
」が
行
わ
れ
た
。
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
、
満
面
の
笑
み
で
九
島
大
橋

を
渡
る
島
民
・
市
民
の
皆
さ
ん
の
様
子
が
、
こ
の
記

念
碑
的
事
業
の
意
義
の
大
き
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。

　
「
宇
和
島
港
の
入
口
に
浮
か
ぶ
九
島
と
本
土
を
結
ぶ

九
島
大
橋
（
４
６
８
ｍ
）
の
開
通
は
、
私
が
平
成
13
年

の
市
長
選
に
初
め
て
出
た
時
か
ら
の
大
き
な
公
約
の

一
つ
で
し
た
。
九
島
大
橋
の
事
業
企
画
そ
の
も
の
は

半
世
紀
以
上
も
前
か

ら
何
度
か
具
体
化
し

て
は
挫
折
し
て
き
た
、

宇
和
島
市
の
懸
案
事

項
で
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
よ
う
や
く
完

成
し
た
と
い
う
こ
と

に
は
直
接
担
当
し
た

市
長
と
し
て
の
感
情

だ
け
で
な
く
、
宇
和

島
に
生
ま
れ
育
っ
た

市
民
の
一
人
と
し
て

も
、
大
き
な
感
慨
を

覚
え
て
お
り
ま
す
」

（
石
橋
市
長
）

　

九
島
は
周
囲
約
12

㎞
の
離
島
で
、
島
内

九島大橋開通式、島民のみなさんの渡りぞめ

宇和島港に残る大規模造船所時間がゆっくり流れる九島
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３
カ
所
の
集
落
に
、
約
９
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い

る
。
宇
和
島
市
に
５
つ
あ
る
有
人
離
島
の
う
ち
面

積
・
人
口
と
も
最
大
で
、
日
本
最
後
の
ニ
ホ
ン
カ
ワ

ウ
ソ
の
捕
獲
地（
昭
和
50
年
４
月
）と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。

　

九
島
大
橋
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
本
土
と
は
フ
ェ

リ
ー（
１
日
９
便
）で
結
ば
れ
て
い
た
。
だ
が
荒
天
時

に
は
運
休
す
る
こ
と
も
多
く
、
医
療
・
就
学
・
経
済

活
動
そ
の
ほ
か
の
生
活
面
で
島
民
の
ハ
ン
デ
ィ
は
大

き
く
、
本
土
と
の
架
橋
は
宇
和
島
市
に
と
っ
て
悲
願

だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
石
橋
市
長
は
、
島
民
の
強
い
要
請
を
受
け

て
、
市
の
事
業
と
し
て
推
進
す
る
道
な
ど
を
模
索
。

愛
媛
県
お
よ
び
国
土
交
通
省
と
の
粘
り
強
い
折
衝
を

積
み
重
ね
、
つ
い
に
平
成
22
年
に
国
の
補
助
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、

平
成
24
年
に
橋

梁
本
体
の
工
事

を
愛
媛
県
に
委

託
す
る
形
で
建

設
工
事
に
着
手
。

約
４
年
の
歳
月

を
掛
け
て
、
完

成
に
至
っ
た
の

だ
っ
た
。

　
「
九
島
大
橋
の

存
在
は
、
島
民

の
皆
さ
ん
の
生

活
面
の
不
便
解
消
や
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
に
は
島
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
路
、
支
援
物
資

の
運
搬
路
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
ま
さ
に
『
命
の
懸
け
橋
』
と
も

い
え
ま
す
が
、
同
時
に
受
け
入
れ
体
制
な
ど
も
、
事

情
の
許
す
範
囲
内
で
少
し
ず
つ
整
え
て
い
け
ば
、
交

流
人
口
の
拡
大
も
期
待
で
き
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
の
最
後
の
捕
獲
地
に
ふ
さ
わ
し
い
豊

か
な
自
然
環
境
と
、
訪
れ
る
人
を
癒
さ
ず
に
お
か
な

い
風
光
や
人
情
も
た
っ
ぷ
り
あ
る
所
で
す
。
今
後
の

観
光
振
興
に
お
い
て
も
大
き
な
ピ
ー
ス
の
一
つ
に
な
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
」（
石
橋
市
長
）

　

取
材
の
際
に
は
宇
和
島
駅
前
で
調
達
し
た
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
で
、
島
内
を
１
周
す
る
機
会
を
得
た
。
週

末
で
観
光
客
の
姿
も
随
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
平
地
の
少
な
い
島
内
に
は
外
部
か
ら
訪
れ
る

人
々
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
た
め
車
の
乗
り
入
れ
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
自

転
車
で
ゆ
っ
た
り
と
回
れ
た
の
は
行
き
交
う
車
が
少

な
か
っ
た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

九
島
で
今
後
ど
の
よ
う
な
開
発
計
画
が
実
施
さ
れ

て
い
く
か
に
つ
い
て
予
断
は
で
き
な
い
が
、
徒
歩
や

自
転
車
で
橋
を
渡
る
だ
け
で
も
、
離
島
の
雰
囲
気
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、
し
か
も
手
軽
に
味
わ
え
る
環
境

は
、
ほ
か
に
類
例
の
少
な
い
、
と
て
も
貴
重
な
も
の

だ
。
個
人
的
に
は
い
っ
そ
の
こ
と
観
光
目
的
の
外
部

か
ら
の
車
に
よ
る
訪
問
は
制
限
し
た
ま
ま
に
し
て
お

い
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
、
思
え
て ふるさと納税の返礼品でも人気の「宇和島鯛めし」

鮮度と味に定評のある宇和海の養殖魚（鯛、マハタ、ブリ）
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（愛媛県）

く
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に 

不
可
欠
な
魅
力
が
満
載

　
「
宇
和
島
市
に
と
っ
て
現
在
最
大
の
課
題
・
懸
案

は
、
こ
れ
は
全
国
共
通
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
人
口
減
少
を
い
か
に
鈍
化
さ
せ
、
交
流
人
口

は
も
ち
ろ
ん
、
移
住
・
定
住
人
口
を
い
か
に
増
や
す

か
に
あ
り
ま
す
」と
、
石
橋
市
長
は
語
る
。

　

合
併
時
に
約
９
万
２
０
０
０
人
だ
っ
た
宇
和
島
市

の
人
口
は
毎
年
１
０
０
０
人
単
位
で
減
り
、
現
在
は

８
万
人
を
切
っ
て
い
る
（
今
年
３
月
末
の
推
計
で
約

７
万
９
０
０
０
人
）。
も
ち
ろ
ん
、
人
口
減
少
対
策

と
し
て
の
移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
て
の
支
援
・
助

成
は
、
各
種
行
っ
て
い
る
。
ま
た
最
大
の
地
場
産
業

で
あ
る
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
も
、
み
か
ん
を
は
じ

め
と
す
る
高
付
加
価
値
作
物
の
栽
培
を
目
指
す
新
規

就
農
支
援
や
、
養
殖
漁
業
を
中
心
に
し
た
新
規
就
漁

者
へ
の
支
援
も
手
厚
く
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
林

業
な
ど
に
つ
い
て
も
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
り
、
起

業
希
望
者
へ
の
支
援
も
充
実
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
対
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
実
は
宇
和
島

市
へ
の
移
住
者
の
数
は
、
合
併
以
来
、
常
に
愛
媛
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、
そ
れ
で
も
人
口
は
減
っ
て
い
く
。
全
国
共
通
の

課
題
と
は
い
え
、
悩
ま
し
い
限
り
で
は
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
交
流
人
口
の
増

大
に
よ
る
活
性
化
な
ど
に
も
尽
力
し
、
成
果
を
挙
げ

つ
つ
あ
る
の
も
事
実
だ
。
実
際
、
宇
和
島
市
に
は
そ

の
推
進
力
と
な
る
宝
物（
魅
力
）が
豊
富
に
あ
る
。

　

例
え
ば
全
国
の
港
湾
都
市
が
誘
致
に
全
力
を
挙
げ

て
い
る
も
の
の
、
な
か
な
か
新
規
獲
得
が
難
し
い
外

国
ク
ル
ー
ズ
船
が
、
宇
和
島
港
で
は
近
年
、
年
間
10

回
程
度
寄
港
し
て
い
る
。

　
「
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
は
な
く
１
万
ト
ン
ク
ラ
ス

未
満
の
船
で
す
」
と
石
橋
市
長
は
説
明
す
る
が
、
こ

れ
ら
ク
ル
ー
ズ
船
の
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
の
船
会
社
の

所
有
船
で
、
船
客
も
フ
ラ
ン
ス
人
を
は
じ
め
と
す
る

欧
米
人
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
と
い
う
。
ツ
ア
ー
の

航
路
的
に
宇
和
島
港
は
絶
好
の
位
置
に
あ
る
か
ら
と

謙
遜
さ
れ
て
い
る
が
、
小
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
外
国
旅

行
を
楽
し
む
層
は
欧
米
で
も「
旅
の
達
人
」が
多
い
と

業
界
で
は
見
な
さ
れ
て
い
る
。
宇
和
島
港
に
入
港
す

れ
ば
た
と
え
半
日
観
光
で
も
、
旅
の
達
人
た
ち
を
満

足
さ
せ
る
に
足
る
、
宇
和
島
城
な
ど
の
歴
史
的
遺

構
、
新
鮮
な
魚
介
や
柑
橘
類
、
日
本
一
の
産
出
量
を

誇
る
真
珠
な
ど
、
優
良
コ
ン
テ
ン
ツ
が
豊
富
に
存
在

し
て
い
る
。

　

南
予
博
が
終
わ
れ
ば
来
年
は「
愛
顔（
え
が
お
）つ

な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
が
控
え
て
い
る
。
九
島
の
取
り

扱
い
も
含
め
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の
本
場
フ
ラ
ン

ス
人
に
も
密
か
な
人
気
の
こ
の
ま
ち
の
魅
力
を
、
全

国
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
世
界
に
発
信
し
て
い
く
の

か
？　

そ
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
移
住
・
定
住
人
口
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
の
か
？　

今
後
の
宇
和
島
市

の
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
な
っ
て
く
る
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
28
年
５
月
13
日
）

毎年５回行われる定期闘牛大会（市営闘牛場）

うわじま牛鬼まつり・親牛鬼パレード
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富
士
山
と
私
　

　

私
は
、
東
京
の
下
町
・
築
地
に
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
川
面

へ
散
っ
て
い
く
隅
田
川
の
花
火
大
会
、
川
岸
の
小

道
を
人
力
車
に
乗
っ
て
料
亭
の
裏
木
戸
へ
向
か

う
芸
者
衆
な
ど
、
下
町
の
江
戸
情
緒
溢
れ
る
中
で

過
ご
し
ま
し
た
。
富
士
山
と
の
出
会
い
は
、
子
ど

も
の
頃
、
土
曜
日
の
夜
に
頑
固
親
父
に
手
を
引
か

れ
て
通
っ
た
近
所
の
銭
湯
で
し
た
。
当
時
は
ど
こ

の
銭
湯
に
も
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
富
士
山
が

浴
槽
の
大
き
な
壁
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
威
容

を
誇
る
美
し
い
姿
に
は
子
ど
も
な
が
ら
に
心
を

惹
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
が
富
士
山
の
魅
力

に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
は
、
妻
の
実
家
が
あ

る
富
士
吉
田
市
へ
移
り
住
ん
だ
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
居
を
構
え
た
富
士
吉
田
市
は
、
目
の
前

に
雄
大
な
富
士
山
が
そ
び
え
立
ち
、
空
気
は
澄
ん

で
い
て
、
晴
天
の
夜
に
は
満
点
の
星
空
を
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
高
原
の

ま
ち
で
し
た
。
毎
朝
、
目
の
前
に
広
が
る
雄
大
な

景
色
に
圧
倒
さ
れ
、
私
は
富
士
山
に
魅
了
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

私
が
育
っ
た
下
町
は
、
現
在
、
人
々
の
手
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
空
間
と
し
て
、
安
全
性
、
利
便

性
、
機
能
性
が
大
き
く
向
上
し
、
造
形
美
も
見
事

な
ま
で
に
計
算
さ
れ
洗
練
さ
れ
た
街
へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
住
み
た

か
っ
た
と
は
不
思
議
と
思
わ
な
い
の
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
雄
大
な
富
士
の
裾す
そ
の野

に
広
が
る
こ
の
ま
ち

で
の
暮
ら
し
は
、
自
然
の
美
し
さ
・
恵
み
・
や
す

ら
ぎ
で
私
の
気
持
ち
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
暮
ら
す
に
は
下
町
の
方
が
便
利
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
田
舎
な
ら
で
は
の
人
と
人
と
の
絆き
ず
な、
そ

の
つ
な
が
り
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
人
を
思
う
気

持
ち
、
そ
ん
な
人
間
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
場
所
に
私
は
住
ん
で
い

ま
す
。

富
士
登
山

　

雄
大
さ
、
気
高
さ
、
美
し
さ
を
併
せ
持
つ
富
士

山
は
、
古
来
よ
り
、
数
多
く
の
歌
人
や
浮
世
絵
師

な
ど
の
芸
術
家
を
魅
了
し
、
創
作
活
動
の
題
材
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
る「
万

葉
集
」を
は
じ
め
、「
竹
取
物
語
」「
古
今
和
歌
集
」、

さ
ら
に
は
、「
富
嶽
三
十
六
景
」「
東
海
道
五
十
三

次
」
な
ど
の
芸
術
作
品
に
登
場
し
、
日
本
国
の
象

徴
と
し
て
今
日
ま
で
私
た
ち
を
魅
了
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
富
士
講
が
最
盛
期
を

迎
え
、
信
仰
の
山
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
崇あ
が

め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
他
に
類
を
み
な

い
、
世
界
の
宝
で
あ
る
富
士
山
に
私
は
毎
年
登
っ

て
い
ま
す
。
自
分
の
体
力
や
健
康
状
態
を
確
認
す

る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
す
が
、
主
な
目
的
は
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
先
人
た
ち
が
遺
し
て

く
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
を
全
身
で
感
じ
る
こ
と

で
す
。
吉
田
口
登
山
道
か
ら
登
る
富
士
山
は
麓ふ
も
とか

ら
見
る
美
し
い
景
色
と
は
異
な
り
、
５
合
目
か
ら

頂
上
に
向
か
う
に
従
っ
て
、
木
々
や
草
花
が
徐
々

に
少
な
く
な
り
、
過
酷
な
環
境
へ
と
姿
を
変
え
て

富士吉田市街地と富士山

7合目の岩場を登る筆者
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い
き
ま
す
。
６
合
目
付
近
か
ら
足
元
は
砂さ

れ
き礫
混
じ

り
へ
と
変
わ
り
、
７
合
目
あ
た
り
で
は
岩
場
に
変

わ
り
始
め
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
息
も
上

が
っ
て
き
て
疲
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

登
山
道
の
開
け
た
場
所
や
山
小
屋
で
休
憩
し
な
が

ら
景
色
を
眺
め
て
い
る
と
、
標
高
３
０
０
０
ｍ
で

の
冷
風
が
火
照
っ
た
体
に
心
地
が
良
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
麓
の
景
色
を
覗
き
込
む
と
、
晴
天
時
に
は

裾
野
に
広
が
る
富
士
山
の
影
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
富
士
山
の
大
き
さ
を
再
認
識
し
ま
す
。
宿

泊
す
る
山
小
屋
に
到
着
す
る
と
、
頂
上
か
ら
眺
め

る
ご
来
光（
日
の
出
）を
楽
し
み
に
早
め
の
休
息
を

と
り
ま
す
。
午
前
２
時
頃
に
な
る
と
起
床
し
、
暗

闇
の
中
を
登
り
始
め
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
頼

り
に
登
山
道
を
確
認
し
な
が
ら
２
時
間
ほ
ど
か
け

て
頂
上
に
た
ど
り
着

き
ま
す
。
頂
上
で
は
、

多
く
の
登
山
者
が
携

帯
電
話
や
カ
メ
ラ
を

片
手
に
ご
来
光
を
待

ち
わ
び
て
い
ま
す
。

東
の
空
か
ら
朝
日
が

昇
り
は
じ
め
る
と
歓

声
が
沸
き
あ
が
り
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
何

度
見
て
も
山
頂
か
ら

の
ご
来
光
は
神
々
し

く
心
が
震
え
ま
す
。

私
を
癒
や
し
て
く
れ
る
場
所

　

５
月
中
旬
か
ら
富
士
登
山
へ
の
準
備
と
し
て

行
っ
て
い
る
の
が
、
自
宅
か
ら
北
口
本
宮
冨
士

浅せ
ん
げ
ん間

神
社
ま
で
の
散
歩
で
す
。
毎
朝
、
1
㎞
ほ
ど

の
道
の
り
を
ゆ
っ
た
り
と
15
分
ほ
ど
か
け
て
歩
き

ま
す
。
こ
の
神
社
は
、
世
界
文
化
遺
産「
富
士
山
」

の
構
成
資
産
の
一
つ
で
あ
り
、
富
士
登
山
へ
の
玄

関
口
で
も
あ
り
ま
す
。
神
社
に
到
着
す
る
と
、
左

右
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
生
い
茂
る
約
３
０
０
ｍ
の

参
道
を
歩
い
て
拝
殿
を
目
指
し
ま
す
。
朝
の
風
で

木
の
葉
が
揺
れ
る
音
を
聞
き
、
森
の
香
り
や

参
道
並
木
か
ら
こ
ぼ
れ
る
朝
日
に
清
々
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
、
身
も
心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。
参
道
を
進
ん
で

い
く
と
、
木
造
鳥
居
で
は
日
本
最
大
級
を
誇

る
高
さ
約
18
ｍ
の
大お
お
と
り
い

鳥
居
が
荘
厳
な
佇
ま

い
で
拝
殿
へ
と
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
大

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
拝
殿
が
目
の
前
に
せ
ま

り
凛
と
張
り
詰
め
た
空
気
が
私
を
包
み
、

自
然
と
背
筋
が
伸
び
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま

す
。
手
水
舎
で
身
を
清
め
、
穏
や
か
な
一
日

の
始
ま
り
に
感
謝
し
、
自
分
や
家
族
の
健

康
を
祈
り
ま
す
。
神
社
で
の
参
拝
を
終
え

る
と
、
多
忙
な
一
日
の
始
ま
り
を
実
感
し
な

が
ら
帰
路
に
着
き
ま
す
。

　

公
務
の
無
い
休
日
に
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
な
ど
で
紹
介
さ
れ
、
最

近
、
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
新あ
ら
く
ら
や
ま

倉
山
浅

間
公
園
に
行
き
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
っ
て
い
ま
す
。
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
望
む
本
市

の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
正
面
に
富
士
山
、
右
側

に
忠ち
ゅ
う
れ
い
と
う

霊
塔（
五
重
塔
）、
そ
し
て
、
眼
下
に
本
市
の

ま
ち
並
み
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
に
は

桜
、
夏
に
は
青
葉
、
秋
に
は
紅
葉
、
冬
に
は
雪
化

粧
が
ま
ち
を
彩
り
、
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
こ
こ
に
は
い
つ
も
富
士
が
あ

る
」
こ
れ
は
、
富
士
吉
田
市
民
愛
唱
歌
の
一
節
で

す
。
私
は
、
い
つ
も
こ
の
場
所
で
雄
大
な
富
士
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
ま
ち
の
発
展
に
全
力
で
取
り

組
む
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

8合目救護所での医師と筆者

新倉山浅間公園からの眺望と筆者
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平
成
28
年
４
月
14
日
、
16
日
の
２
度
に
わ
た
り
、

熊
本
県
益
城
町
は
震
度
７
の
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
私
は
益
城
町
で
、
延
べ
12
日
間
、
主
に
避
難

所
支
援
チ
ー
ム
で
避
難
所
や
福
祉
避
難
所
の
運
営
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
場
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

発
災
後
の
４
フ
ェ
ー
ズ

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
研
究
成
果
で
あ
る
「
復

興
の
教
科
書
」＊1 

に
よ
れ
ば
、「
応
急
対
応
期
」は
以

下
の
３
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
に「
復
旧
・
復
興
期
」を

加
え
て
４
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
類
さ
れ
る
。

■
フ
ェ
ー
ズ
0【
失
見
当
期
】（
災
害
発
生
〜
10
時
間
）

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、
突
然
の
出
来
事
に
誰
も
が

自
分
の
周
囲
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
客
観
的

に
判
断
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
態
に
陥
る
。

■
フ
ェ
ー
ズ
１【
被
災
地
社
会
の
成
立
期
】（
10
〜

１
０
０
時
間
）

　

安
否
確
認
や
救
助
、
避
難
行
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
う
ち
に
、
徐
々
に
客
観
性
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
周

囲
の
人
々
と
も
情
報
交
換
を
重
ね
、
非
常
事
態
に
な
っ

た
こ
と
を
理
解
し
、
当
分
の
間
不
自
由
な
生
活
が
続

く
こ
と
を
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
被
災
地

独
自
の
秩
序
が
構
築
さ
れ
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。

■
フ
ェ
ー
ズ
２【
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
期
】（
１
０
０
〜

１
０
０
０
時
間
）

　

災
害
発
生
か
ら
数
日
が
経
っ
た
こ
ろ
に
な
る
と
、

被
災
者
同
士
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
日
々
を
乗
り
越

え
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
入
る
。
年
齢
・
性
別
・
肩

書
き
の
区
別
な
く
強
い
絆
で
結
ば
れ
る
善
意
に
満
ち

た
状
態
は「
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
期
」と
呼
ば
れ
、
発
災

数
日
後
か
ら
１
～
２
カ
月
程
度
（
１
０
０
〜

１
０
０
０
時
間
）続
く
と
さ
れ
て
い
る
。

■
フ
ェ
ー
ズ
３【
復
旧
・
復
興
期
】（
１
０
０
０
時
間
〜
）

　

災
害
発
生
か
ら
数
カ
月
が
経
つ
と
、
家
屋
の
被
害

程
度
が
軽
少
の
被
災
者
か
ら
自
宅
に
戻
り
始
め
、
仮

設
住
宅
の
建
設
も
進
む
た
め
、「
協
働
生
活
」か
ら「
個

人
生
活
」
へ
と
戻
っ
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
と
な
る
。
あ

る
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
状
態
か
ら
脱
し
て
、
被
災
地
に

日
常
性
が
戻
り
、
復
興
に
向
け
た
長
い
活
動
が
本
格

化
す
る
時
期
を
指
す
。

　

本
誌
が
発
行
さ
れ
る
７
月
段
階
で
は
、
災
害
ユ
ー

ト
ピ
ア
期
か
ら
復
旧
・
復
興
期
へ
の
移
行
が
徐
々
に

進
む
時
期
で
あ
る
。
多
く
の
被
災
者
は
、
自
ら
の
生

活
と
と
も
に
避
難
所
や
地
域
全
体
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
期
を
逃
さ
ず
に
実

施
し
た
い
対
策
と
し
て
３
点
を
提
案
す
る
。

住
民
協
議
会
の
設
置
と
運
営

　

第
１
の
提
案
は
、
地
域
ご
と
に
住
民
協
議
会
を
設

置
、
運
営
す
る
こ
と
で
あ
る
。
住
民
協
議
会
の
場
で
、

住
民
が
地
域
の
復
興
へ
の
思
い
、
ニ
ー
ズ
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
復
興

計
画
、
復
興
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
や
す
く
な
る
。

　

そ
の
良
い
事
例
が
、
東
日
本
大
震
災
で
大
被
害
を

受
け
た
宮
城
県
東
松
島
市
（
人
口
約
４
万
人
）
で
あ

る
。
市
は
震
災
前
の
平
成
21
年
か
ら
、
市
内
を
８
つ

の
地
域
に
分
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
課
題
解
決

型
の
市
民
自
治
組
織
を
つ
く
り
、
地
域
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
た
。
そ
し
て
震
災
時
に
は
、
こ

の
組
織
が
避
難
所
運
営
、
炊
き
出
し
、
行
方
不
明
者

の
確
認
調
査
等
に
力
を
発
揮
し
た
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
で
も
、
平
成
23
年
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
、
中
学
生
も
含
め
た
２
０
０
０
人
規
模
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
話
し
合
い
を
重
ね

た
。
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
含
め
た
多
数
の

熊
本
地
震
災
害
に
学
ぶ
（
１
）

災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
期
の
応
急
対
策跡

見
学
園
女
子
大
学
教
授　

鍵
屋
　
一

の市都
リスクマネジメント

第75回
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意
見
が
ま
と
め
ら
れ
、
大
多
数
の
傾
向
を
拾
い
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
専
門
家
と
行
政
は
、
市
民
の
言

葉
を
紡
い
で
復
興
計
画
を
提
案
し
、
練
り
上
げ
て

い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
復
興
計
画
へ
の
住
民
の
賛
成

率
は
８
割
を
超
え
、
新
た
な
住
宅
に
入
居
し
た
人
の

満
足
率
は
９
割
を
超
え
て
い
る
。

医
療
、
保
健
、
介
護
、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

　

第
２
に
、
生
活
不
活
発
病
に
な
り
や
す
い
高
齢
者

等
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

農
業
や
漁
業
に
従
事
し
た
り
、
地
域
の
中
で
役
割
を

担
っ
て
い
た
高
齢
者
等
が
、
避
難
生
活
が
長
く
な
る

に
つ
れ
、
支
援
慣
れ
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
た
。
き
つ

い
仕
事
を
辞
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
用
事
が
少
な
く

な
る
と
、
外
に
出
か
け
る
理
由
が
な
く
な
る
。
ま
た
、

介
護
予
防
や
健
康
診
断
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
で
、
自

立
度
が
下
が
る
人
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

生
き
甲
斐
を
持
て
な
く
な
る
高
齢
者
が
増
加
す
る

と
同
時
に
要
介
護
度
が
上
が
り
、
自
治
体
の
国
保
会

計
、
介
護
保
険
会
計
が
大
幅
に
増
加
し
、
財
政
を
圧

迫
し
て
い
く
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
い
段
階
か
ら
復
興
を

見
据
え
て
高
齢
者
等
の
支
援
策
を
充
実
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
保
健
師
や
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
の

増
員
な
ど
、
医
療
や
保
健
、
介
護
予
防
の
専
門
的
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
多
数
の
高
齢
者
等

見
守
り
相
談
員
を
任
用
す
る
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
見
守
り
、
声
か
け
、
茶
話
会
な
ど
非

制
度
的
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
と
応
援
の
充
実

　

第
３
に
、
早
期
に
町
役
場
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
自
治

体
か
ら
の
応
援
を
充
実
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
が
４

月
20
日
に
役
場
に
行
っ
た
と
き
は
、
職
員
の
方
々
は

本
当
に
疲
れ
て
い
る
と
感
じ
た
が
、
28
日
に
は
高
揚

感
が
あ
り
、
バ
リ
バ
リ
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
。

こ
れ
は
危
険
な
兆
候
だ
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ

の
時
期
が
過
ぎ
る
と
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く

な
り
、
倒
れ
る
職
員
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
残
さ
れ
た
職
員
の
仕
事
量
が
増
え
、

ま
た
倒
れ
る
と
い
う
悪
循
環
に
見
舞
わ
れ
る
。

　

今
後
、
災
害
復
旧
・
復
興
業
務
が
増
大
す
る
と
同

時
に
、
通
常
業
務
も
積
み
残
し
た
分
を
含
め
て
膨
大

に
あ
る
。
全
国
自
治
体
の
関
心
が
高
い
と
き
に
、
職

員
の
長
期
派
遣
要
請
を
出
し
て
職
員
の
増
員
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
幹
部
職
員
の
相
談
相

手
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
自
治
体
で
活
躍
さ

れ
た
Ｏ
Ｂ
を
招
く
の
も
い
い
と
思
う
。
復
興
半
ば
で

あ
り
、
現
職
を
派
遣
す
る
の
は
厳
し
い
が
、
Ｏ
Ｂ
な

ら
派
遣
し
や
す
い
。
ま
た
、
長
期
の
復
興
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
て
、
復
興
を
専
任
で
考
え
る
参
謀
部
隊

を
、
町
職
員
と
国
、
県
、
経
験
あ
る
応
援
職
員
で
編

成
し
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
補
佐
さ
せ
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
る
。

＊
１ �「
文
部
科
学
省
委
託
研
究　

都
市
の
脆
弱
性
が
引
き
起
こ
す

激
甚
災
害
の
軽
減
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

サ
ブ
プ
ロ
③
都
市
災

害
に
お
け
る
災
害
対
応
能
力
の
向
上
方
策
に
関
す
る
調
査
・

研
究
」（
研
究
代
表 

林
春
男 

京
都
大
学
防
災
研
究
所 

教
授
）

に
よ
る
。http://fukko.org/about/
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

射
水
市
は
、
富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
て
お
り
、
北
は
富
山
湾
に
面

し
、
東
西
を
富
山
市
と
高
岡
市
と
い
う

２
大
都
市
に
隣
接
し
た
面
積
１
０
９
㎢
、

人
口
約
９
万
４
０
０
０
人
の
都
市
で

す
。
１
級
河
川
で
あ
る
神
通
川
・
庄
川

の
間
に
広
が
る
広
大
な
射
水
平
野
と
南

部
の
丘
陵
地
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
半

径
約
７
㎞
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
に
、

豊
か
な
自
然
環
境

だ
け
で
な
く
、
国

際
拠
点
港
湾
伏
木

富
山
港
の
中
核
で

あ
る
富
山
新
港
や

北
陸
自
動
車
道
な

ど
の
社
会
資
本
、

富
山
県
立
大
学
を

は
じ
め
多
く
の
高

等
教
育
・
研
究
機

関
を
有
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
資
源
が

集
積
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
観
光
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

　

本
市
を
象
徴
す
る
、
①
海
や
河
川
・

野
が
育は
ぐ
く

む
豊
か
な
食
、
②
水
辺
の
景

観
、
③
伝
統
あ
る
祭
り
の
３
つ
の
資
源

を
柱
と
す
る「
射
水
市
観
光
・
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
個
々
の

地
域
資
源
を
連
携
さ
せ
、
全
国
へ
発
信

し
て
い
く
よ
う
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
ず「
食
」で
は
、
富
山
湾
か
ら
水
揚

げ
さ
れ
る
白
エ
ビ
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

を
は
じ
め
と
し
た
海
の
幸
、
射
水
平
野

が
育
ん
だ
米
や
タ
ケ
ノ
コ
、梨
、リ
ン
ゴ

な
ど
、
四
季
折
々
の
食
材
は
全
国
の
市

場
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た「
水
」
に
関
し
て
は
、
富
山
新

港
を
中
心
と
し
た
一
帯
に
は
、
平
成
24

年
９
月
に
完
成
し
た
日
本
海
側
最
大
の

斜
張
橋
で
あ
る
新
湊
大
橋
を
は
じ
め
、

初
代
帆
船
海
王
丸
を
保
存
公
開
し
て
い

る
海
王
丸
パ
ー
ク
な
ど
多
く
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、「
日
本
の
ベ
ニ
ス
」と
も
呼
ば
れ
る

新
湊
地
区
の
内
川
沿
い
に
は
、
個
性
的

な
橋
が
架
か
り
、
多
く
の
漁
船
が
両
岸

に
停
泊
す
る
な
ど
、
懐
か
し
い
漁
師
町

の
風
情
が
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
美
し
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
や
映
画
撮
影
の
誘
致
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
で
長
く
引
き
継
が
れ

る
伝
統
的
な「
祭
」も
多
彩
で
す
。
中
で

も
毎
年
秋
に
は
新
湊
、海
老
江
、大
門
と

３
地
区
の
曳
山
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
豪

華
絢け
ん
ら
ん爛

な
曳
山
と
そ
の
勇
壮
な
曳
き
ま

わ
し
は
圧
巻
で
す
。
新
湊
曳
山
ま
つ
り

は
本
年
１
月
に
全
国
公
開
さ
れ
た
映
画

『
人
生
の
約
束
』の
題
材
と
な
り
ま
し
た
。

「
射
水
ベ
イ
エ
リ
ア
」を 

全
国
に
Ｐ
Ｒ

　

本
市
で
は
、
新
湊
大
橋
を
中
心
に
東

西
埋
立
地
か
ら
内
川
周
辺
を
含
む
地
域

を「
射
水
ベ
イ
エ
リ
ア
」と
位
置
付
け
、

魅
力
の
発
信
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

大
々
的
な
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
湊
大
橋
開
通
以
降
観
光
客
は
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
は
国
内
最
大
級
の
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス「
タ
モ
リ
カ
ッ
プ
」
や
海
王

丸
パ
ー
ク
を
メ
イ
ン
会
場
に
天
皇
皇
后

両
陛
下
ご
臨
席
の
下「
第
35
回
全
国
豊

「�
選
ば
れ
る
ま
ち 

快
適
安
心
居
住
都
市 

い
み
ず
」 

を
目
指
し
て

射い

み

ず水
市（
富
山
県
）�

 

射
水
市
長
　
夏な

つ

の野
元も

と

し志

射水ベイエリアの中核　海王丸パークと新湊大橋

映画『人生の約束』撮影の様子

1
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か
な
海
づ
く
り
大
会
〜
富
山
大
会
〜
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
前
述
の
映

画『
人
生
の
約
束
』
が
全
国
公
開
さ
れ

た
こ
と
で
、
射
水
ベ
イ
エ
リ
ア
の
魅
力

を
さ
ら
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
追
い
風
を
生
か
す
た
め
に
、

『
人
生
の
約
束
』
で
使
用
さ
れ
た
セ
ッ

ト
を
復
元
す
る
と
と
も
に
ロ
ケ
地
マ
ッ

プ
や
案
内
看
板
を
整
備
し
、
ロ
ケ
地
め

ぐ
り
ツ
ア
ー
を
企
画
・
実
施
す
る
な
ど

訪
れ
る
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
湊
漁
港
で
は
全
国
的
に

も
珍
し
い「
昼
セ
リ
」
見
学
が
で
き
る

観
光
コ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
地
域
を

挙
げ
て
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
観
光
客
の
皆
さ
ま

に
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
本
市
に「
来
て
よ
か
っ
た
」

「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

射
水
産
サ
ク
ラ
マ
ス 

事
業
化
に
向
け
て

　

現
在
、
本
市
で
は
、
採
卵
か
ら
成
長

育
成
ま
で
の
養
殖
の
過
程
を
す
べ
て
市

内
で
行
う「
純
射
水
産
サ
ク
ラ
マ
ス
」

の
事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
、
堀
岡
養
殖
漁
業

協
同
組
合
、
内
水
面
の
大
門
漁
業
協
同

組
合
お
よ
び
富
山
県
農
林
水
産
総
合
技

術
セ
ン
タ
ー
水
産
試
験
所
が
連
携
し
、

市
内
を
流
れ
る
庄
川
の
伏
流
水
を
使
っ

て
ふ
化
さ
せ
た
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
を

海
水
で
生
育
し
加
工
・
出
荷
す
る
と
い

う
も
の
で
、
平
成
30
年
に
は
約
４
万
匹

の
出
荷
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
産
学
官
金
で
構
成
さ
れ
る

「
い
み
ず
サ
ク
ラ
マ
ス
市
場
化
推
進
協

議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
こ
の
中
で
射
水

産
の
サ
ク
ラ
マ
ス
を
使
っ
た
お
も
て
な

し
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
す
べ
て
射

水
産
の
食
材
を
使
っ
た
ま
す
寿
し
、
サ

ク
ラ
マ
ス
の「
魚
醤
」
の
製
品
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
地
元
産
食
材
を
生
か
し
な
が

ら
、
付
加
価
値
商
品
を
創
出
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
本
市
で
も

こ
の
克
服
と
地
域
の
活
性
化
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
活

力
に
満
ち
、
市
民
が
夢
と
希
望
を
持
て

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
平

成
27
年
10
月
に
策
定
し
た「
射
水
市
ひ

と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

基
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
う
こ

と
で
地
方
創
生
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
持
つ
強
み
や
特
徴
を
最
大
限

活
用
し
、
地
域
産
業
活
性
化
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
の
し
ご
と
づ
く
り
、
人
を

呼
び
込
む
観
光
の
振
興
や
高
等
教
育
機

関
な
ど
と
連
携
し
た
若
者
定
着
促
進
な

ど
の
新
た
な
人
の
流
れ
づ
く
り
、
出

産
、
育
児
、
教
育
へ
の
支
援
な
ど
結
婚

か
ら
学
び
ま
で
の
環
境
づ
く
り
な
ど
に

重
点
的
に
取
り
組
み
、「
選
ば
れ
る
ま

ち　

快
適
安
心
居
住
都
市　

い
み
ず
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

面
積　
　

１
０
９
㎢

◆ 

人
口　
　

９
万
４
１
７
５
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
４
２
１
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
豊
か
な
自
然　

あ
ふ
れ
る

笑
顔　

み
ん
な
で
創
る　

き
ら
ら
か
射
水

（
い
み
ず
）

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
に
豊

か
な
自
然
や
港
湾
・
鉄
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
施

設
、
商
工
業
、
高
等
教
育
機
関
な
ど
魅
力
あ

る
資
源
が
詰
ま
っ
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
11
月
１
日
、
新

湊
市
、
小
杉
町
、
大
門
町
、
大
島
町
、
下
村

が
合
併
し
誕
生

〔
特
産
品
〕
白
エ
ビ
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を

は
じ
め
と
し
た
海
産
物
、
か
ま
ぼ
こ
、
ア
ユ
、

梨
、
柿
、
射
水
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ヘ
チ
マ
、

タ
ケ
ノ
コ

〔
観
光
〕
海
王
丸
パ
ー
ク
、
新
湊
大
橋
、
新

湊
地
区
内
川
周
辺
、
新
湊
漁
港
（
昼
セ
リ
）、

太
閤
山
ラ
ン
ド
、
射
水
市
大
島
絵
本
館
、
竹

内
源
造
記
念
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
や
ん
さ
ん
ま
祭
り
、
越
中
だ

い
も
ん
凧
ま
つ
り
、富
山
新
港
新
湊
ま
つ
り
、

花
火
大
会
、
小
杉
み
こ
し
祭
り
、
新
湊
・
海

老
江
・
大
門
曳
山
ま
つ
り
、全
国
絵
本
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
会
議
（
９
月
11
日
開
催
）、
全
国
鏝

絵
サ
ミ
ッ
ト
in
射
水
（
９
月
24
日
・
25
日
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

射水市長

夏野元志

富山市

射水市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

牛
久
市
は
、
都
心
か
ら
50
㎞
ほ
ど
の

茨
城
県
南
部
に
位
置
し
、
本
年
５
月
に

Ｇ
７
つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
が
開

催
さ
れ
た
つ
く
ば
市
と
は
、
北
側
の
境

を
接
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
41
年
に
首
都
圏
近
郊
整
備
地
帯

と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
以
来
、
首
都

圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
土
地
区
画

整
理
事
業
、
民
間
宅
地
造
成
な
ど
の
住

宅
建
設
が
進
み
、
人
口
が
急
増
し
、
昭

和
55
年
に
は
４
万
人
、
昭
和
59
年
に
は

５
万
人
を
超
え
、
昭
和
61
年
に
市
制
施

行
と
な
り
、
平
成
28
年
６
月
１
日
に
市

制
施
行
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
制

施
行
当
時
、
５
万
２
８
２
９
人
で
あ
っ

た
人
口
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ

ル
経
済
と
そ
の
崩
壊
な
ど
、
激
動
す
る

社
会
経
済
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
成
長

を
続
け
、
増
加
率
は
わ
ず
か
に
な
っ
た

と
は
い
え
、
茨
城
県
の
多
く
の
自
治
体

が
人
口
減
少
期
に
入
っ
た
今
日
、
な
お

増
加
傾
向
を
維
持
し
て
、
現
在
は
人
口

８
万
５
０
０
０
人
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

観
光
と
産
業

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
、
国
道
６
号
水
戸
街

道
、
圏
央
道
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
て
い
る
本

市
で
は
、
特
に
常
磐
線
沿
線
に
は
大
規

模
な
住
宅
団
地
が
広
が
る
一
方
、
市
の

西
側
で
は
茨
城
観
光
百
選
の
一
つ
、
牛

久
沼
に
接
し
、
東
部
に
も
豊
か
な
自
然

が
残
り
、
古
く
か
ら
米
や
野
菜
の
生
産

を
営
ん
で
き
た
農
村
地
域
が
あ
り
ま

す
。
全
国
的
に
進
行
し
て
い
る
農
業
人

口
の
減
少
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
は
本
市
も
抱
え
る
課
題
で

あ
り
、
地
域
の
農
業
を
職
業
と
し
て
や

り
が
い
の
あ
る
農
業
の
振
興
の
た
め
に

牛
久
河
童
ス
イ
カ
、
牛
久
河
童
大
根
、

う
し
く
河
童
米
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
、
地
場
産
品
を
学
校
給
食
食
材
に
積

極
的
に
使
用
す
る
な
ど
の
地
産
地
消
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
を

目
的
に
平
成
22
年
に
設
立
し
た
農
業
生

産
法
人
う
し
く
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
株

式
会
社
で
は
、
生
産
し
た
小
麦
を
学
校

給
食
に
、
ぶ
ど
う
を
牛
久
産
ワ
イ
ン

「
レ
ガ
ー
メ
」
と
し
て
販
売
す
る
な
ど

の
ほ
か
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の

生
産
を
行
う
な
ど
、
Ｃ
Ｏ2

削
減
と
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
本
市
の
名
前
が
全
国
に
知
ら

れ
る
も
の
と
い
え
ば
、
牛
久
大
仏
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
青
銅
製
立
像
世

界
一
と
し
て
ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ
て
い
る

高
さ
１
２
０
ｍ
、
自
由
の
女
神
の
３
倍

の
高
さ
と
い
う
牛
久
大
仏
は
、
最
寄
り

の
圏
央
道
Ｉ
Ｃ
か
ら
３
分
と
い
う
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
か
ら
人
気
が
高
く
、
シ
ャ

ト
ー
カ
ミ
ヤ
、
う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
と

並
ぶ
観
光
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
の 

維
持
を
目
指
し
て　

 

〜
教
育
へ
の
取
り
組
み
１
〜

　

市
内
に
お
い
て
比
較
的
新
し
く
開
発

さ
れ
た
ひ
た
ち
野
う
し
く
地
区
に
お
い

て
は
、
小
中
学
校
の
規
模
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
間
も
な
く
中
学
校

の
教
室
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、
市
と
し
て
、
従
来

か
ら
あ
る
学
校
を
増
築
す
る
か
、
新
し

く
中
学
校
を
建
設
す
る
か
の
選
択
を
迫

ら
れ
、
昨
年
の
市
長
選
挙
の
争
点
に
な

り
ま
し
た
。

　

財
政
負
担
を
重
視
し
て
既
存
校
の

増
築
を
主
張
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
私
は
、
新
し
い
中
学
校
の
建
設
を

主
張
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
時
代
は
、

一
生
の
中
で
極
め
て
重
要
な
時
代
で
あ

り
、
子
ど
も
の
育
成
環
境
を
つ
く
る
こ

と
は
大
人
の
生
育
環
境
に
通
じ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く

り
こ
そ
が
、
ま
ち
全
体
を
元
気
に
す
る

「�
笑
顔
が
あ
ふ
れ 

や
す
ら
ぎ
の�

あ
る
ま
ち 

う
し
く
」の
実
現
に
向
け
て

牛う

し

く久
市（
茨
城
県
）�

 

牛
久
市
長
　
根ね

も

と本
洋よ

う

じ治

2
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こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
未
来
へ
の
投

資
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
生
育
環
境

整
備
は
、
苦
し
く
て
も
や
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
私
の
考
え
は
、
市

民
の
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
持
を
い
た

だ
い
て
当
選
し
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
学

校
建
設
へ
向
け
て
の
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
の 

維
持
を
目
指
し
て　

 

〜
教
育
へ
の
取
り
組
み
２
〜

　

現
在
も
成
長
を
続
け
る
ま
ち
、
牛
久

市
で
す
が
、
住
民
の
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
高
齢
化
率
が
本
年
３
月
に
26
％
を

超
え
、
２
年
前
の
全
国
平
均
と
同
程
度

ま
で
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。
人
口
動
態

と
し
て
は
、
自
然
増
の
幅
が
少
な
く
な

り
、
社
会
増
に
よ
っ
て
市
全
体
と
し
て

の
穏
や
か
な
増
加
を
支
え
て
い
る
状
態

で
す
が
、
現
状
の
ま
ま
な
ら
、
近
い
将

来
に
人
口
減
少
の
時
期
を
迎
え
る
と
予

想
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
学
校
新
設

が
必
要
な
地
区
が
あ
る
一
方
で
、
少
子

化
の
進
行
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
数
が

大
き
く
減
少
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
茨
城
県
南
に
お
い
て
も
、
小
規
模

校
の
統
廃
合
が
進
行
中
で
す
。

　

し
か
し
、私
は
小
規
模
な
学
校
に
は
、

小
規
模
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
が
あ
り
、

こ
れ
を
生
か
し
た
学
校
運
営
を
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
先
生
方
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学
校
が

持
つ
、
子
ど
も
を
通
し
た
保
護
者
同
士

の
つ
な
が
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
作

り
出
す
効
果
は
重
要
で
あ
り
、
近
接
し

た
地
域
に
あ
る
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
連
携
を
取
る
こ

と
で
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
、
地
域

そ
の
も
の
も
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
を

元
気
づ
け
る
こ

と
が
、
定
住
人

口
の
増
加
を
も

た
ら
し
、
市
の

経
済
規
模
の
維

持
に
つ
な
が

り
、
ま
ち
の
活

力
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

終
わ
り
に

　

私
が
昨
年
10
月
に
市
長
に
就
任
し
て

か
ら
、
８
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
私
は
、

本
市
を
笑
顔
の
ま
ち
に
し
た
い
と
思

い
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
12
項
目
の
提
案

を
掲
げ
て
市
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
団
体
、
組
織
な

ど
関
係
す
る
方
々
と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
話
し
合
い
を
行

い
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
申
し
上
げ
て
き
ま
し

た
。
紙
幅
の
関
係
上
こ
の
場
で
提
案
内

容
な
ど
を
こ
れ
以
上
説
明
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
、
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
沢
山
あ
り
、
夢
中
で
市
政
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
全
国
の
首
長
の
皆

さ
ま
に
も
、
ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
折
に

は
、
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ギネスブックに認定された世界一の「牛久大仏」

◆ 

面
積　
　

58
・
92
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
４
８
７
６
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
５
２
３
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
笑
顔
が
あ
ふ
れ　

や
す
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち　

う
し
く

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
東
京
都
心
か
ら
50
㎞
と
い

う
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
と
温

和
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
国
道
六
号
、
圏
央
道

な
ど
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し

て
い
る
。
常
磐
線
沿
線
で
今
も
人
口
増
加
が

続
く
稀
有
な
ま
ち

〔
特
産
品
〕
牛
久
河
童
ス
イ
カ
、
牛
久
河
童

大
根
、
落
花
生
、
ワ
イ
ン

〔
観
光
〕
牛
久
大
仏
、
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
、

小
川
芋
銭
記
念
館
、牛
久
市
観
光
ア
ヤ
メ
園
、

牛
久
自
然
観
察
の
森

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
う
し
く
・
鯉
ま
つ
り
（
５
月
）、

う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
（
７
月
）、
う
し
く

Ｗ
ａ
ｉ
ワ
イ
ま
つ
り
（
11
月
）、
う
し
く
現

代
美
術
展
（
11
月
）、
牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ

ン
（
1
月
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

牛久市長

根本洋治

水戸市

牛久市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

寝
屋
川
市
は
、大
阪
府
の
東
北
部
、淀

川
左
岸
に
位
置
し
、
大
阪
市
域
の
中
心

か
ら
約
15
㎞
、
京
都
市
域
の
中
心
か
ら

約
35
㎞
の
距
離
に
あ
る
住
宅
都
市
で
す
。

　

24
・
70
㎢
と
施
行
時
特
例
市
の
中
で

最
も
小
さ
い
市
域
面
積
の
中
に
、
京
阪

電
気
鉄
道
、Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
と
い
っ

た
鉄
道
、
平
成
22
年
に
開
通
し
た
第
二

京
阪
道
路
を
は
じ
め
と
し
た
高
速
道

路
、
幹
線
道
路
な
ど
が
通
る
交
通
の
利

便
性
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

大
阪
市
域
に
勤
務
す
る
人
々
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
た
本
市

の
人
口
は
、
昭
和
26
年
の
市
制
施
行
時

の
約
３
万
５
０
０
０
人
か
ら
、
高
度
経

済
成
長
期
を
経
て
急
激
に
増
加
し
、
昭

和
50
年
に
は
25
万
人
を
突
破
し
ま
し
た

が
、
急
増
に
よ
る
人
口
構
成
の
影
響
な

ど
か
ら
、
全
国
の
動
き
よ
り
も
早
く
減

少
に
転
じ
、
現
在
は
24
万
人
弱
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
が
良
く
な
っ
た
と 

実
感
で
き
る
ま
ち

　

私
は
、
平
成
27
年
５
月
の
市
長
就
任

以
来
、「
命
を
守
る
」こ
と
を
市
政
の
基

本
と
し
て
、「
子
ど
も
を
守
る
」「
街
を
守

る
」「
生
活（
く
ら
し
）を
守
る
」と
い
う

視
点
か
ら
、施
策
・
事
業
の
優
先
順
位
を

整
理
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
暮
ら
し
が

変
わ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

就
任
１
年
目
の
平
成
27
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
の
本
市
の
施
策
・
事
業
を
基
本

認
識
に
照
ら
し
て
点
検
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
施
策
、
追
加
を
要
す
る
施

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
事
業
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
次
代
の
本
市
を

展
望
し
、
市
民
と
行
政
が
共
有
す
べ
き

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
第
五
次

寝
屋
川
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」、

人
口
減
少
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め

の「
寝
屋
川
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ

び「
寝
屋
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
た
年
度
で
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、平
成
28
年
度
は
、

「
子
ど
も
を
守
る
」施
策
と
し
て
、
深
夜

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
青
少
年
の
居
場
所

づ
く
り
の
ほ
か
、
一
時
預
か
り
事
業
な

ど
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
、「
街
を

守
る
」
施
策
と
し
て
、
快
適
で
魅
力
あ

る
住
環
境
の
整
備
や
都
市
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
の
道
路
整
備
事
業
や
浸
水

対
策
事
業
、「
生
活（
く
ら
し
）を
守
る
」

施
策
と
し
て
、
地
域
に
身
近
な
行
政
窓

口
で
あ
る
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
扱
い
業
務
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

将
来
の
ま
ち
の
姿
を
見
据
え
た
本
市
の

新
時
代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
施

策
・
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

若
者
の
力
を
ま
ち
の
力
へ

　

先
述
の
と
お
り
、
人
口
減
少
と
と
も

に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
本
市

の
高
齢
化
率
は
約
27
・
８
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
か
ら
も
、
人
口
減

少
抑
制
の
た
め
に
、
若
い
世
代
の
力
を

活
用
し
、
若
者
世
代
が
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
に
は
大
阪
電
気
通
信
大
学
、
摂

南
大
学
、
大
阪
府
立
大
学
工
業
高
等
専

門
学
校
の
３
つ
の
大
学
等
を
は
じ
め
と

「
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち　

寝
屋
川
」の

実
現
に
向
け
て 寝ね

や

が

わ

屋
川
市（
大
阪
府
）�

 

寝
屋
川
市
長
　
北き

た
か
わ川

法の

り

お夫

市の木である桜の名所「打上川治水緑地」
3
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し
た
多
く
の
学
校
法
人
等
が
あ
り
、「
学

生
の
ま
ち
」と
い
う
本
市
の
特
色
を
活

用
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
現
在
に
か
け

て
、
８
つ
の
学
校
法
人
等
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
地
域
全
体
の

教
育
・
学
術
研
究
機
能
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
学
生
・
生
徒
な
ど
の
若
い
力

を
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、「
ね
や
が
わ
若
者
会
議
」を

開
催
し
ま
す
。
市
内
の
中
学
生
、
高
校

生
、
大
学
生
な
ど
か
ら
参
加
者
を
募
集

し
、
若
者
の
視
点
か
ら
多
く
の
意
見
を

頂
戴
し
、
そ
れ
ら
を
本
市
の
今
後
の
施

策
に
検
討
・
反
映
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
本
市
の
出
身
で
あ

る
大
相
撲
の
大
関
豪
栄
道
関
に「
寝
屋

川
市
ふ
る
さ
と
大
使
」と
し
て
就
任
し

て
い
た
だ
き
、
本
市
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
28

年
の
成
人
式
に
は
、
本

市
出
身
で
芥
川
賞
を
受

賞
さ
れ
た
又
吉
直
樹
氏

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

を
上
映
す
る
な
ど
、
本

市
に
住
む
若
者
た
ち

に
、
よ
り
一
層
本
市
に

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

若
者
会
議
で
は
、
本
市
出
身
の
著
名

人
の
各
界
で
の
活
躍
を
知
る
こ
と
も
含

め
、
地
域
社
会
と
自
分
自
身
の
将
来
を

照
ら
し
合
わ
せ
て
真
剣
に
考
え
る
こ

と
、
ま
た
、
本
市
へ
の
愛
着
の
醸
成
に

も
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

魅
力
の
再
発
見
と「
見
え
る
化
」

　

本
市
で
は
、
平
成
20
年
４
月
に
、
自

治
の
基
本
的
な
理
念
や
原
則
を
定
め
た

「
寝
屋
川
市
み
ん
な
の
ま
ち
基
本
条
例
」

を
施
行
し
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
、
市
民
、
議

会
お
よ
び
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

責
任
を
果
た
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
地
域
活
動
、
自
治
会
活
動

が
活
発
で
あ
り
、
市
民
の
自
治
会
加
入

率
は
約
90
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
な
ど
か
ら
、
年
間

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
参
加
型
の

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
実
施
主

体
や
テ
ー
マ
が
多
様
化
・
乱
立
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本

市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
１
年
を
通
じ
た
取
り
組
み
と
な

る
よ
う
、
市
の
行
事
な
ど
の「
見
え
る

化
」
の
工
夫
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
分
か
り
や
す
く
、
地
域
の
良
さ
を
よ

り
実
感
す
る
こ
と
で
、
市
民
満
足
度
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
、
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
市
の
施
策
全
般
の「
見
え
る

化
」を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
私
の
生
ま

れ
育
っ
た
本
市
を
愛
し
、
一
人
一
人
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
今
後
よ
り
一
層
、
定
住
魅
力
・
ま
ち

の
魅
力
の
強
化
と
発
信
、
住
宅
都
市
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
し
た
に
ぎ
わ
い

創
出
や
観
光
振
興
、
地
域
産
業
の
活
性

化
な
ど
を
目
指
し
た
施
策
・
事
業
を
推

進
し
、「
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち　

寝
屋

川
」を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成28年寝屋川市成人式の様子

◆ 

面
積　
　

24
・
70
㎢

◆ 

人
口　
　

23
万
８
３
７
４
人

◆ 

世
帯
数　

10
万
９
０
０
４
世
帯

〔
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
目
標
〕
笑
顔

が
広
が
る
ま
ち　

寝
屋
川

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
市
内
を
流
れ
る
一
級
河
川

が
市
の
名
称
で
あ
る
よ
う
に
、
川
と
の
関
係

が
深
い
ま
ち

〔
特
産
品
〕大
葉
、甘
藷
、温
州
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
「
鉢
か
づ
き
姫
」、銘
菓
「
鉢
か
づ
き
ち
ゃ

ん
物
語
」、「
大
葉
の
里
」（
大
葉
ゼ
リ
ー
）、

郷
土
銘
菓
「
新
寝
屋
川
八
景
」

〔
観
光
〕
萱
島
駅
の
く
す
の
き
、友
呂
岐
緑
地
、

ね
や
川
戎
、
寝
屋
川
公
園
、
寝
屋
の
ま
ち
な

み
、
成
田
山
不
動
尊
、
淀
川
河
川
敷
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
寝
屋
川
ま
つ
り
、
エ
ン
ジ
ョ

イ
フ
ェ
ス
タ
in
ね
や
が
わ
、エ
コ
フ
ェ
ス
タ
、 

農
業
ま
つ
り
、
寝
屋
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

寝屋川市長

北川法夫

大阪市

寝屋川市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に　

　

高
知
県
室
戸
市
は
、
県
都
高
知
市
の

東
方
78
㎞
に
位
置
し
、
太
平
洋
に
Ｖ
字

型
に
突
出
し
た
地
形
で
あ
り
、
室
戸
岬

を
中
心
に
東
西
53
・
３
㎞
の
海
岸
線
を

有
し
て
い
ま
す
。
面
積
の
約
87
％
を
山

林
が
占
め
、
海
岸
近
く
で
は
室
戸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
特
徴
で
あ
る
海
岸
段
丘
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
候
は
年
間
を

通
じ
て
温
暖
で
あ
り
、
平
均
気
温
は

16
℃
、
年
間
降
水
量
は
、
２
０
０
㎜
以

上
と
い
う
、
果
実
を
は
じ
め
農
作
物
の

栽
培
に
適
し
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
34
年
３
月
１
日
に
、
佐
喜
浜

町
、
室
戸
岬
町
、
室
戸
町
、
吉
良
川
町
、

羽
根
村
の
５
カ
町
村
が
合
併
し「
室
戸

市
」が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
の 

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　

本
市
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
海
洋
深

層
水
や
土
佐
備
長
炭
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
海
洋
深
層
水
に
関
し
て
は
、
本

市
で
は
、
28
年
前
よ
り
深
海
を
流
れ
る

海
洋
深
層
水
を
取
水
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
日
本
で
初
と
な
る
高
知
県
海
洋

深
層
水
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
研

究
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平

成
12
年
に
は
、
日
本
初
の
供
給
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
し
て「
室
戸
海
洋
深
層
水
ア
ク

ア
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
現
在
数
多

く
の
企
業
や
個
人
に
給
水
し
て
い
ま

す
。
給
水
さ
れ
た
深
層
水
は
、
飲
料
水

を
は
じ
め
多
く
の
商
品
に
使
わ
れ
る
と

と
も
に
深
層
水
プ
ー
ル「
シ
レ
ス
ト
む

ろ
と
」な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
三
大
備
長
炭
産
地
と

し
て
土
佐
備
長
炭
が
復
活
し
て
い
ま

す
。
ウ
マ
メ
ガ
シ
を
材
料
と
し
、
と
て

も
良
質
な
備
長
炭
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
若
い
生
産
者
も
徐
々
に
増
え
て
お

り
、
生
産
額
は
年
間
２
億
円
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
本
市
の
特
産
品
は「
道
の
駅　

キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
」な
ど
で
販
売
さ
れ

て
お
り
豊
富
な
野
菜
や
新
鮮
な
魚
介
類

の
販
売
な
ど
と
と
も
に
売
り
上
げ
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
や
文
化
を 

大
切
に
す
る
ま
ち

　

本
市
に
は
１
２
０
０
年
前
、
空
海
が

修
行
し
た
と
い
わ
れ
る
伝
説
の
残
る
場

所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
藩
制
時
代
に

は
網
と
り
捕
鯨
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の

後
は
遠
洋
マ
グ
ロ
漁
業
へ
と
発
展
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
室
津
港
の
普
請
奉
行

に
就
任
し
室
津
港
を
築
い
た
一
木
権
兵

衛
さ
ん
や
凶
作
や
不
漁
の
続
く
中
に
飢

餓
に
苦
し
む
民
を
救
済
し
た
岡
村
十
兵

衛
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
命
を
懸
け
て
村

人
を
守
っ
た
偉
人
で
あ
り
、
今
で
も
地

域
の
人
々
に
語
り
継
が
れ
祀ま
つ

ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
市
に
は
現
在
も
旧
町
村
ご
と
に
独

自
の
歴
史
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
10
月
高
知
県
で
初
め
て
国
の

地
域
資
源
を
大
切
に
心
豊
か
に�

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

室む

ろ

と戸
市（
高
知
県
）�

 

室
戸
市
長
　
小こ

ま

つ松
幹け

ん

じ侍

土佐備長炭の炭窯

吉良川の町並み

4
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重
要
伝
統
的
建
造
物
群
に
指
定
さ
れ

た
、
古
い
町
並
み「
吉
良
川
の
町
並
み
」

が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
る
俄
に
わ
か

芝

居
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
紀
貫
之
が

都
に
帰
る
と
き
に
詠
ん
だ
と
い
わ
れ
る

土
佐
日
記
に
は「
ま
こ
と
に
て
名
に
聞

く
所
、
羽
根
な
ら
ば
、
飛
ぶ
が
ご
と
く

に
都
へ
も
が
な
」の
句
碑
が
古
の
時
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を 

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
20
年
に
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
向
け
た
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴
は
、
地
球
の

プ
レ
ー
ト
の
動
き
と
地
震
に
よ
り
新
し

い
大
地
が
生
ま
れ
る
最
前
線
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
地
球
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
活
動
と
、
そ
こ
で
生
き
て
き

た
室
戸
の
暮
ら
し
が
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
23
年
９
月
、
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活

動
が
高
く
評
価
を
さ
れ
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27

年
に
は
４
年
に
１
度
の
再
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
２
回
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

審
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
室
戸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
特
徴
は
人
で
あ
る
、
人
び
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
と
の

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

を
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
護
や
子
ど

も
た
ち
の
教
育
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
、
地
域
の
特
産
品
の
開
発
な
ど
地

域
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
平

成
27
年
４
月
に
は
旧
中
学
校
校
舎
を
活

用
し
た
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、　

1
年
目
は

10
万
人
を
超
え
る
入
館
者
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
目
標
は
年
間
7
万
人
で
し
た

の
で
、
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
の
目
標
を
大
き
く
上
回
っ
て
お

り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
漁
業
の
低

迷
や
若
年
層
を
中
心
と
し
た
人
口
の
流

出
な
ど
を
背
景
に
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
本
市
の
課
題
で
あ
る
財
政
健
全
化
や

土
地
開
発
公
社
の
借
金
処
理
、
中
山
間

地
域
の
飲
料
水
対
策
、
防
災
行
政
無
線

の
設
置
、
市
道
整
備
、
し
尿
処
理
施
設

の
統
合
な
ど
多
く
の
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
の
方
々

の
願
い
は
、
働
く
場
所
。
収
入
増
に
つ

な
が
る
産
業
振
興
や
企
業
誘
致
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
子
育
て
支
援
対
策
や
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
方
々
の
思
い
を
大
切
に
、
命

を
守
る
防
災
対
策
や
信
頼
関
係
を
大
切

に
し
た「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
私
が
常
に
思
っ
て

い
る
こ
と
は「
室
戸
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
」「
室
戸
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

「
室
戸
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
方
々
に
そ
う
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
全
力
で
市
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

面
積　
　

２
４
８
・
18
㎢

◆ 

人
口　
　

１
万
４
３
７
２
人

◆ 

世
帯
数　

７
７
４
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
室
戸
の
自
然
や
資
源
を
生

か
し
た
産
業
の
振
興
と
、
こ
れ
ま
で
育
ん
で

き
た
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
、
健
康
で
心

豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
、

吉
良
川
町
並
み
、
海
洋
深
層
水
、
ダ
ル
マ
朝

日
・
夕
日
な
ど
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を
有
し
、

ハ
ウ
ス
園
芸
や
定
置
網
漁
・
キ
ン
メ
ダ
イ
漁

が
栄
え
、
食
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
海
洋
深
層
水
、
土
佐
備
長
炭
、

び
わ
、
ポ
ン
カ
ン
、
や
ま
も
も
、
な
す
、
ピ
ー

マ
ン
、
す
じ
青
の
り
、
と
こ
ぶ
し
、
金
目
鯛
、

さ
ば
、
ぶ
り
、
き
ゅ
う
り
、
西
山
き
ん
と
き

芋
、
キ
ラ
坊
ス
イ
カ
、
千
両

〔
観
光
〕
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、

室
戸
岬
灯
台
、
空
海
修
行
の
地
、
吉
良
川
ま

ち
な
み
館
、
室
戸
ド
ル
フ
ィ
ン
セ
ン
タ
ー
、

海
の
駅
「
と
ろ
む
」、
道
の
駅
「
キ
ラ
メ
ッ
セ

室
戸
」、
シ
レ
ス
ト
む
ろ
と
、
室
戸
岬
夕
陽

ケ
丘
キ
ャ
ン
プ
場
、
鯨
館
、
室
戸
岬
展
望
台

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
、
春
の
観
光
開
き
、
吉
良
川
ま

ち
な
み
ひ
な
ま
つ
り
、
四
十
寺
山
ハ
イ
キ
ン

グ
、６
１
０
（
む
ろ
と
）
の
日
の
行
事
、シ
ッ

ト
ロ
ト
踊
り
、
ふ
る
さ
と
室
戸
ま
つ
り
、
室

戸
岬
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、室
戸
市
産
業
祭
、

室
戸
岬
灯
台
ま
つ
り

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

室戸市長

小松幹侍

高知市

室戸市
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Mayors'  Action Mayors'  Action

５月23日〜６月24日

国
と
地
方
の
協
議
の
場（
平
成
28
年
度
第
１
回
）

を
開
催
し
、
森
会
長
が
出
席

　

５
月
23
日
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
官
邸
で
開

催
さ
れ
、
森
会
長
が
出
席
し
、「
骨
太
の
方
針
」の
策

定
、
一
億
総
活
躍
、
地
方
創
生
お
よ
び
地
方
分
権
改

革
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

［
企
画
調
整
室
］

安
倍
総
理
が
消
費
税
率
引
上
げ
の 

先
送
り
を
表
明
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、 

森
会
長
と
全
国
町
村
会
の
藤
原
会
長
が 

連
名
で
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

安
倍
総
理
が
平
成
29
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
平

成
31
年
10
月
に
先
送
り
す
る
判
断
を
表
明
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
６
月
２
日
、
森
会
長
と
全
国
町
村
会
の

藤
原
会
長
は
連
名
で
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

［
財
政
部
］

森
会
長
が
森
山
・
農
林
水
産
大
臣
に
面
談

　

６
月
１
日
、
森
会
長
は
、
森
山
・
農
林
水
産
大
臣

に
面
会
の
上
、
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
や
平
成
28
年
熊
本
地
震
等
に
つ
い
て
要
請
を

行
っ
た
。�

［
経
済
部
］

全国市長会の 動き

#1

#3 #2

（左から）森会長、森山・農林水産大臣

詳細につきましては、全国市長会ホームページ
（http://www.mayors.or.jp/）
をご参照ください。
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Mayors'  Action Mayors'  Action

第
86
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）を 

開
催
し
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
へ
の 

対
応
に
関
す
る
決
議
」な
ど
当
面
す
る 

重
要
課
題
７
件
に
つ
い
て
決
議
等
を
決
定
し
、 

正
副
会
長
に
よ
り
要
請

　

６
月
８
日
、
第
86
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）

を
開
催
。

　

同
会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
は
決
定
し
た
７
件
の

決
議
等
の
実
現
方
に
つ
い
て
、
菅
・
内
閣
官
房
長
官
、

萩
生
田
・
内
閣
官
房
副
長
官
、
杉
田
・
内
閣
官
房
副

長
官
、
公
明
党
の
山
口
・
代
表
、
石
田
・
政
務
調
査

会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
面
談
の
上
、
要
請
し
た
。

［
企
画
調
整
室
］

菅・内閣官房長官に要請する正副会長

公明党の山口・代表、石田・政務調査会長に要請する正副会長

#4
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